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第一話　人間なんて嫌い












「……うっ……！」

　ナターリアが思わずくぐもった声を漏らせば、パートナーとして隣に立つ弟が、あからさまに嫌そうな顔をする。今日も弟は厳しい。

「ちょっと姉上。もう少し頑張ってくださいよ。まだ一刻も経っていませんよ」

　そんなことを言われても、辛いものは辛いのである。ナターリアはもう一度深く呼吸をすると、必死に顔を上げた。

　――――すると目に映るのは、さんざめく色の洪水。

　視覚情報が多すぎて、脳内で拒絶反応が起きる。さすがは我が国有数の大貴族ビュッセル公爵家が催した舞踏会である。この国の全ての貴族たちが参加しているのではないだろうか。

「……うぇっ」

　またしても喉奥から嫌な味がこみ上げてくる。やはりもう限界だ。自分には無理だ。

　こんなに人が溢れた場所で結婚相手を探すだなんて。

　必死に嘔吐きを堪えるナターリアは、すでに半死半生であった。

「無理……。やっぱり無理よ。ユリアン。お家に帰りたい……。私はもう大人しくこのまま行き遅れて修道院に入って修道女になることが一番幸せな気がする……」

「いいですか、姉上。どこであっても生きている以上、人間関係というものは無くせません。私が思うに、修道院だって絶対に人間関係のいざこざがあるでしょう。なんせ閉鎖された場所に様々な事情を抱えた人間が集まっているんですからね。しかも修道院では姉上の大好きな恋愛小説も読めませんよ。まだここの方がマシなんじゃないですか？」

「うう……。生きるって厳しい……！」

　悔しいが弟の言葉は正しい。人間が集まれば、自ずと序列が生まれてしまうものだ。ナターリアには気弱な自分が、あっさりとその最下層に落とされる未来が明確に見えた。

　最後の逃げ場だと思っていたのに、弟の話を聞く限りでは修道院も難易度が高そうである。

　――――ああ、やっぱり人間なんて嫌いだ。

　ナターリアは覚悟を決めて、周囲を見渡す。そこにはやはり色彩があふれている。






　――――ナターリアにしか見ることのできない、色が。






　いつからなんてわからない。ただ、物心ついた頃には、それがすでに見えていた。

　ナターリアはフレッツェン伯爵家の長女として生を受けた。

　初めは母だった。ナターリアを幸せそうに見つめる母は、いつも柔らかなクリーム色の光に包まれていた。

　だが、なぜか母がナターリアを叱るとき、その身を包むクリーム色の光が赤みを帯びるのだ。ナターリアは自ずとその光の色を見て、母の機嫌を読み取るようになった。

　やがて母だけではなく、父、使用人、生まれてきた弟、全てが色に包まれていることに気づいた。

　そしてナターリアは、いつしかそれは人の感情の色なのだと悟った。自分は人の感情が色として目に見える、特異能力をもって生まれてきたのだと。

　桃色は恋情。赤は怒りや嫉妬。橙色は好奇心。青は悲哀。黒は憎悪。白は平穏と幸福。

　長年この体質と付き合って、ナターリアはなんとなくそう推定していた。

　だから、周囲に人が多ければ多いほどたくさんの感情の色がナターリアの目に飛び込んできては舞い踊るのだ。

　――――すると、どうなるか。

　酔うのである。頭痛と嘔吐感が一気にナターリアへと襲いかかるのだ。

　以上の理由から、ナターリアは社交界デビュー以後（もちろんこの時も耐えられなくなり途中で退席したのだが）領地に戻って屋敷に閉じこもり、一切表に出なくなった。

　そのためナターリアは、フレッツェン伯爵家の引きこもり姫と言われている。

「そりゃあ、姉上の体質には、同情もいたしますけれど」

　弟がこれ見よがしに、深いため息を吐く。

「――――それでも人は、人に関わらずには生きていけないのですよ」

　弟の言葉に、ナターリアは唇を噛み締めた。家族は心配してくれているのだ。こんな自分のことを。

　社交デビューに失敗してすぐ、ナターリアが悲壮な覚悟をもって家族にこの特異体質のことを告白してみれば、「なんだ。やっぱりそうだったのか」とあっさり受け入れられてしまった。

　なんでもフレッツェン伯爵家では、代々こうした能力を持って生まれる娘がいるらしい。

「私の叔母もそうだったよ。今まで大変だったろう。しばらく社交は休もうか。少しずつ慣らしていけば良いよ」

　そう父に慰められ、ナターリアは泣いた。そして、父の優しい言葉に甘えしばらく引きこもり、他人と関わらず、ひたすら読書と刺繍に勤しんでいたのだが。

　そんなナターリアもすでに十八歳。立派な結婚適齢期である。だが引きこもっているためもちろん婚約者はおろか、友達もいない。

　はじめは長い目で見ていてくれた優しい両親も、徐々に危機感を持ち始め、とうとう先日「もう少し頑張ってくれないか」と泣きつかれてしまった。

　そして、これ以上両親を悲しませるわけにはいかないと、ナターリアは悲壮な覚悟を持ってこのビュッセル公爵家主催の舞踏会に参加したのだが。

「というわけで、姉上にはいい加減結婚してもらわなきゃ困るんですよ。嫁ぎ遅れた小姑がのうのうと住み着いている家に嫁に来てくれる女性って少ないんですからね。僕の結婚条件を下げないでください」

「贅沢は言わないわ……。寝台が置ける程度の空間と、死なない程度の食料と、刺繍と読書ができればいいのよ……。お願いユリアン。限りなく気配を消すから、私をこのまま家に置いて……！」

「嫌です。とっとと嫁に行ってください」

　今日もいつもと変わらず血も涙もない酷い弟である。もう少し物事は婉曲に優しく言って欲しい。

「おや、アマリエ嬢を発見。ご挨拶をしなくては。では姉上。ちょっとお側を離れますね」

「ちょっ……！　まっ……！」

　人波の中に意中の人を見つけた薄情な弟は、人見知りな上に人間不信な姉を置いて、とっととその場を後にしてしまった。

　ナターリアは周囲の人間に怯えながら、そろりそろりと会場の端っこに寄る。

　そして背中を壁に預けながら、さんざめく様々な色が目に入らぬ様に下を向いて、自らの存在をできる限り消し込み、ただ時間が流れるのを待った。

　さすがは王家に匹敵するとまで言われる大貴族、ビュッセル公爵家の大広間だ。絢爛豪華で、施された一つ一つの彫刻ですら夢のように素晴らしい。

　きっと、供されている食事も美味しいのだろう。残念ながら吐き気との戦いで食べることはできないが。

　ナターリアにとって、こういった人間の思惑や感情の坩堝のような場所は、地獄だ。

　けれど、このままではいけないことも、よくわかっていた。

　そう。いつまでもあると思うな親と金、なのである。

（本当は、慣れるべきなのでしょうね……）

　このまま逃げ続けることなど、できないのだ。貴族の娘として生まれたのなら、なおさら。

　けれど、一体どうしたらいいのか。未だ喉に張り付く嘔吐感を必死にこらえながら、ナターリアはこんな能力を自分に与えたもうた神を恨む。

　妙な力を与えるのなら、それの持つ理由を、意味を、そして進むべき道を明確に示して欲しかった。

　ナターリアがそんなことを思いながらぼうっと過ごしていると、突然淑女たちの黄色い声が上がった。一体何事かと思わず顔を上げた瞬間。

「っ……！」

　ナターリアの全身の毛穴が、恐怖で一気に開いた。心臓がばくばくと大きく嫌な音を立てる。

（なんなの……！　あれ……!!）

　明るい声を上げて、はしゃぐ女性たちの、その中心。

　そこに、これまで見たことがないほどおぞましい、醜悪な色を纏った人物がいた。

　――――それはまるで、血を煮詰めたような、どす黒い赤。

　とんでもないものを見てしまった。ナターリアの体の震えが止まらない。

　その色が示すものは、憤怒（赤）と憎悪（黒）。その色が、光が、まるで生きている様にその人物の周りに靄のように纏わりつき、踊り狂っている。あまりにも色が濃すぎて顔の判別すらつかない。

　そんなどどめ色の塊が、なぜかナターリアの方へ向いた。醜悪な靄の中から、生々しく深い青色の目だけがぎょろりとナターリアの姿を捕らえる。恐怖で喉がヒッと音を立てた。

「ルートヴィヒ殿下？　どうなさいましたの？」

　そのどどめ色のそばに侍る女性が、甘やかな声で不思議そうに聞く。彼女は確か弟がご執心のアマリエ嬢ではなかっただろうか。残念であったな弟よ。彼女は王子様に夢中だ。だがそんなことよりも。

（る、ルートヴィヒ殿下って……）

　必死で吐き気と戦いながら、ナターリアはその名を頭の中で反芻する。

　ルートヴィヒ・アルムガルド。このアルムガルド王国の第二王子だ。

　噂だけならば聞いたことがある。蜂蜜色の髪に青玉（サファイア）の目をもった、この世のものとは思えないほどの美しい青年なのだ、と。

　だが、どうやらナターリアには、美しいと評判のその尊顔を拝むことはできないようだ。

　彼にまとわりつく、そのおぞましいどどめ色の靄が、それを許さない。

（いや。気持ち悪い、気持ち悪い、気持ち悪い……！）

　浅い呼吸を繰り返し、必死に嘔吐感をこらえていると、なぜかそのルートヴィヒ王子がナターリアに向かって歩きだした。

「ひっ!!」

　思わず小さく悲鳴を上げてしまう。だが後ずさろうにも、背後は壁だ。壁の花などするものではなかった。逃げ場がないではないか。

「……初めて見る顔だね。君は誰？」

　どどめ色、もといルートヴィヒ殿下がナターリアに声をかけてくる。顔はわからないが、低く響く張りのある良い声をしている。本来ならば、殿下から声をかけてもらえるなんて名誉なことなのだろう。だが、しかし。

「どうしたんだい？　そんな怯えた目をして」

「ち、近づかないでくださいませ……！」

　だめだ。これ以上近づかれたら――――。ナターリアは必死に首を横に振り、拒絶した。

　だが、ルートヴィヒは止まらない。さらにナターリアとの距離を詰めてくる。

「……おい。ルートヴィヒ。やめておけ。彼女、嫌がってるみたいだぞ」

　すると、そんなルートヴィヒに制止の声を掛けた者がいた。ナターリアは救いの神を見る様にその声の主の方を見て、そして息を呑む。

　その男の見た目は凡庸だ。柔らかそうな茶色の髪、穏やかそうな榛色の目。人の良さそうな顔立ち。――――だが。

（なんて美しいの……！）

　そんな彼を包むのは、まるで晴れ渡った空のような、澄んだ青みがかった白い光。こんなにも美しく清浄な光を、ナターリアは初めて見た。

「……兄上」

　まるで光と闇のような対比の二人。そして、ルートヴィヒの呼びかけに、ナターリアは彼の正体に気付く。

（まさか、ハインリヒ王太子殿下……！）

　この国の王太子にして、次代の国王陛下。

　一体何だというのだろう。なぜしがない引きこもりの自分の周囲が、こんなとんでもないことになっているのか。ナターリアは混乱の極みだった。

　だが、次の瞬間。その美しい光を飲み込まんと、ルートヴィヒの全身から禍々しいどどめ色の靄がぶわっと吹き出した。

（え……？）

　ナターリアは思わず目を見開く。王太子と第二王子は、母が違うものの、仲が良い兄弟だと聞いていた。どこか抜けたところがあるが、善良な王太子に、弟であるルートヴィヒは恭順の意を示し、よく支え、助けているのだと。

　だが、どういうことだろう。間違いなくルートヴィヒの負の感情は、王太子へと向いている。

（つまりルートヴィヒ殿下は、ハインリヒ王太子殿下を憎悪しているということ……？）

　とんでもない秘密を知ってしまった。ナターリアは震え上がる。

　なぜこんな、見るからに善良な王太子を憎む理由があるのか。やはり王位継承権の問題か。

　そこまで考えて、ナターリアの視界がぐらりと揺らぐ。

　慌てたように、どどめ色の腕らしきものが、自分へと伸ばされる。

　おぞましさに思わず避けようとするが、体が言うことを聞かない。そこになって初めて、自分が床に倒れこみそうになっていることにナターリアは気付いた。

　だが、床に叩きつけられる前にルートヴィヒに腕を掴まれ、引き寄せられ、彼の胸元に飛び込んでしまい、そのまま禍々しいどどめ色の靄の中へと飲み込まれる。

　周りから非難を含んだ黄色い声が聞こえた。代われるのならぜひ代わっていただきたい。そのまま床に叩きつけられるほうが、余程ましである。だがそんなことよりも。

　ああ、限界だ。生理的な涙で視界が歪む。気持ち悪い、気持ち悪い。気持ち悪い……！

「いや……！　化け物……！」

　恐怖に震えたナターリアが、思わず小さな声でそう呻けば、ルートヴィヒがびくりと大きく震えた。

　ナターリアは喉奥から溢れ出るものを止められず、必死にルートヴィヒから体を引き離そうとするが、時すでに遅く。

「っ！　ううっ……、うええええええ……！」

　そのまま思い切り、ルートヴィヒの腕の中でせり上がった胃の中のものをすべて嘔吐してしまった。

「きゃぁぁぁぁっ！！！！」

　それを見た周囲の女性たちが、悲鳴を上げる。

　ナターリアもまた、己のしでかしたことに、心の中で悲鳴を上げる。この国の第二王子の、第二王位継承者の、よりにもよって盛装に盛大に嘔吐。

　これでは、不敬だとこの場で切り捨てられても文句は言えない。

（いやぁぁぁぁ……！）

　そして、恐怖やら羞恥やらその他諸々で限界を迎えたナターリアの意識はプツリと途絶え、そのまま闇に飲み込まれてしまったのだった。

















第二話　人生は厳しい












　ここ数日、フレッツェン伯爵家は暗い雰囲気に包まれていた。

　もちろん原因は、長女ナターリアの、ありえない大きな失態である。

　――――よりにもよって、王族に向かって嘔吐。

　事の顛末を聞いた父もまた衝撃のあまり、娘と同じようにその場で白目をむいて倒れてしまったらしい。似た者親子である。

　そして、当のナターリアと言えば、ルートヴィヒの腕の中で気絶した後、体調不良をおして無理に舞踏会に参加したのだろうと、ルートヴィヒの叔父にあたる公爵閣下から憐れまれ、会場であった公爵家で手厚い看病を受けた挙句に、公爵家の使用人たちに心配されながら公爵家の馬車で家に帰された。つまりは公爵家にまで多大なる迷惑をかけてしまったのだ。

（やっぱり私なんて、とっとと修道院に入っておけばよかったのよ……）

　ナターリアは、帰宅後すぐに自室に引きこもり、寝台の中でぐすぐすと泣き濡れた。

　ナターリアの両親は、物心ついた時から妙な能力のせいで挙動不審気味な娘を、それでも弟と分け隔てなく、愛情深く育ててくれた、優しく善良な人たちだ。

　そんな両親に迷惑をかけるだけの自分が、悲しくてならない。

（これはもう死んで詫びるしかないわ……。というか死んでしまいたい……）

　そんな勇気もないくせに、もともと根暗なナターリアの思考が、どんどん深淵へと落ちていく。すると突然、自室の扉がけたたましく叩かれた。

「お嬢様！　大変です！　ナターリアお嬢様！」

　慌てた様子の侍女の声が聞こえる。一体なんだというのだ。もうそっとしておいてくれとナターリアが現実を遮断する様に、再度寝台に潜り込み耳を塞ごうとした瞬間。扉を蹴ったのであろう大きな音と弟の怒鳴り声が聞こえた。

「姉上ぇぇぇ！　ルートヴィヒ殿下がお見えです！　とっとと開けてください！」

　とんでもない情報がもたらされ、ナターリアは寝台から飛び起きた。






（きっと私の処罰が決まったのね……）

　侍女たちに髪を結われ、なぜか所持している中でも上等なドレスを着せられ、酷い顔色と泣きすぎた事による浮腫を誤魔化す様に濃い化粧を施されて来賓室へと向かうナターリアの心境は、断頭台へ向かう罪人そのものであった。

（お父様、お母様。先立つ不孝をお許しください……）

「ルートヴィヒ殿下は、ナターリアお嬢様を心配なさっておられるのですよ」

　連れ立った侍女はうっとりした面持ちで言う。あのどす黒い赤を知らない彼女にとって、ルートヴィヒは完璧な美貌の王子として映るのだろう。羨ましいことである。

　そして客間の重厚な樫で作られた扉の前に立つ。深い息を吐いて爆発しそうな心臓をなだめる。

　何としてもこの度の咎は、自分一人に負わせて欲しいと懇願しなければならない。

　この失態に、家族を巻き込むわけにはいかないのだ。

　数回ノックをすると「入りなさい」という父の緊張した硬質な声が応える。

　ナターリアは震える手で、ドアノブを引いた。

「失礼いたします……」

　消え入りそうな声でそう言って、下を向いたまま客間の中へと足を踏み入れる。

「やぁ。ナターリア嬢。体調は大丈夫かい？」

　すると、明るい声に話しかけられた。さすがに視線を合わせずに返答することは失礼だろう。

　ナターリアは気合を入れ、えいやっと顔を上げる。

　もちろんそこにあるのは、例のどどめ色の塊。そして、真っ青な光に包まれ、真っ青な顔をした両親と弟。小心者のナターリアは、怯えを隠すことができない。

「っ……！　お気遣いに、感謝いたします。もう、大丈夫、です」

　恐怖で途切れ途切れになりながらも、必死に返事を返す。今回ばかりはどれほど彼の纏う色が恐ろしくとも、不敬な態度は取るまいと、ナターリアは必死に自分を律する。

　それから、勢いよく頭を下げた。

「このたびは誠に申し訳ございませんでした。全ては体調が悪いと知りながら、愚かにも舞踏会に参加した私のせいです……！　どうか、どうかこの責は私一人に！」

　感情が振り切れるとすぐに涙が出てしまうのは、ナターリアが最も嫌う自身の性質だ。

　とめどなく溢れる涙のせいで化粧が剥がれ、自分は今酷い顔をしているだろう。

　足元にポタポタと溢れ落ちる雫を見ながら、ナターリアは断罪を待った。

　だがいつまで経ってもルートヴィヒからは何の言葉もない。焦れて、そろりと顔を上げてみれば、なぜか纏ったどどめ色が薄くなり、彼の輪郭（シルエット）がぼんやりと見えるまでになっている。ナターリアは目を見開いた。

「ふふふっ」

　その上、声を上げて笑っているようだ。

「ねえ、その顔をよく見せてよ。僕は君に謝って欲しくて、ここにきたわけじゃないんだからさ。大体あの時は体調が悪かったんだろう？　仕方がないことだよ」

　思いの外優しい言葉をもらい、ナターリアは動揺する。では彼は、一体何のためにここに来たのだろうか。

「僕はね、君に会いにきたんだ。ナターリア」

　そう言って、ルートヴィヒはナターリアに近づき、その泣き濡れた顔を赤黒い靄の中からじっくりと見つめた。

　想定外の言葉に驚き、目を白黒させつつも、今回ばかりは不敬な態度は取るまいと、本能的に後ずさりそうな自分を叱咤し、必死にそこに踏み留まる。

　そしてルートヴィヒは一つ頷くと、父を振り返り、その内容とは裏腹に、実に軽い口調で言った。

「ご息女を妻に貰い受けたい」

「……は？」

　あまりにも想定外の言葉に、フレッツェン伯爵一家は揃いも揃って口と目をぽかりと開けて、間抜けな顔を晒した。

　それを見たルートヴィヒは、堪えきれなかったのか、思い切り吹き出した。

「ご、ご冗談を……！」

　ようやく我に返ったのか、普段穏やかな父が慌てふためき、しどろもどろに答える。

　そう、これは冗談に違いない。しかもかなり質が悪い方の。

「まさか。流石の僕でもこんなこと冗談で言わないよ。実はこの前の舞踏会で、ナターリア嬢に一目惚れしてしまったんだ」

「…………は？」

　彼の言葉がまるで理解できず、ナターリアは目玉がこぼれ落ちそうなほどに、大きく目を見開く。その顔を見て、ルートヴィヒが笑い転げた。

　すると彼を包むどどめ色がさらに薄まって、わずかにきらきらとした金の髪が見えた。

　もちろんナターリアだけではない。その場にいた家族にとっても信じがたい言葉だった。吐瀉物をかけられて一目惚れ、とは。

　倒錯しすぎていてまるで理解ができない。だが、そんなことよりも。

　自分が、このどどめ色の塊、しかも王族の妻になる。そう考えた瞬間、ナターリアの頭の中が真っ白になった。

「無理ですっ！」

　思わずとっさに叫ぶ。全身全霊で拒否をしたい。とてもではないが無理だ。

「あ、あの！　殿下。恐れながら正直に申し上げまして、父親の自分から見ても娘には少々荷が重いかと……」

　娘の失礼な物言いに、父が慌てて釈明をする。父の周りで様々な色がちかちかと乱舞しているところを見ると、彼もまた相当混乱しているらしい。

「えー？　そんなこと言わないで、頑張ってみてよ。僕、君のことが好きなんだ」

　相変わらずちっとも誠意を感じない軽さである。求婚とはこれほど軽い態度でなされるものだったろうか。自分が読んだ恋愛小説と違いすぎる。

　周囲の靄のせいで、ナターリアには見えないが、ルートヴィヒがへらへらと笑っていることは、なんとなく雰囲気で察せられた。

　どうしよう。嫌な予感しかしない。絶対に何か裏がある。

「申し訳ございません。私には荷が重いです……。ルートヴィヒ殿下にはもっと相応しい方がいらっしゃると思います……！」

「えー？　なんでだい？　僕は君がいいって言っているのに」

「なんででもです……！」

　ナターリアの断固拒否の姿勢に、ルートヴィヒは困ったような声で、父に請う。

「伯爵。悪いけど、ご令嬢と二人で話をさせてくれないかな？」

「……かしこまりました。では、ナターリア。殿下を中庭にご案内してさしあげなさい」

　気弱な父は、もちろん権力にも弱く、ルートヴィヒの要求をあっさりと受け入れ、ナターリアをルートヴィヒとともに、部屋から追い出した。






　フレッツェン伯爵邸の小さな中庭を二人で散策しながら、ナターリアは必死に頭を巡らせる。どうしたら突然湧いたこのとんでもない縁談を断れるだろうか。

「薔薇の季節だねえ。こじんまりしてるけど手入れが行き届いている、良い庭だね」

「あ、ありがとうございます……」

「ナターリアはどんな花が好き？　今度贈らせてほしいな」

「申し訳ございません……。とくに好きな花はなく……」

（それどころか花の名前もろくに知らないし……）

　やはり対人能力の欠如したナターリアに、気の利いた話題など提供できるわけもなく、会話はルートヴィヒからの一方通行で終わってしまう。

（だからちゃんと断らなければ。私みたいな人間には無理ですって……！）

　やはりどう考えても無理だ。こんな引きこもりが王族の妻になど。

　そして、決死の覚悟でナターリアはルートヴィヒに訴えた。

「あ、あの……。ルートヴィヒ殿下。やはり私などに王子妃なんて荷が重いです。ご迷惑をおかけする未来しか見えないので、できるならお断りをさせ……」

「いやだなあ。そもそも君には僕を拒否する権利なんて、最初からないよ？　なんせ、僕、王族だし」

　皆まで言わせず、ルートヴィヒはナターリアの懇願を突っぱねた。先ほどまでの柔らかい対応が嘘のように突き放した言葉で。

　驚き、目を見開いたナターリアの顔を見て、ルートヴィヒはまた楽しそうにくすくすと耳障りな声で嗤う。

「な、なぜですか……？　私のどこに一目惚れをしていただける要素が……？」

　正直なところまるでない。自分の服に嘔吐するような女のどこに惚れる要素があるというのだ。絶望に囚われながらも、往生際悪く必死に訴えるナターリアに、ルートヴィヒは信じられないことを口にした。

「うん。そういうところかな？」

「……はい？」

「そうやって、僕を怯えた目で見るところ」

　その内容に、ナターリアは唖然としてしまう。正直、全く理解ができない。相手の怯えた顔を見て喜ぶ、とは？

「僕ってさ、美しいだろう？」

「……はい？」

　唐突に始まったルートヴィヒの自己陶酔に、ナターリアは首を傾げる。残念ながらナターリアは、どどめ色の靄に邪魔され、美しいという彼の尊顔をいまだに拝めていないため、よくわからない。

「しかもこの国の第二王子。つまりは身分もあるだろう？」

「……はあ」

　彼の言っていることがやっぱりまるで理解できない。というか、普通、そういうことは自分自身で言ってはいけないことなのではないだろうか。王族ともなると、ナターリアのような下々の人間とはまた感覚が違うのかもしれないが。

「だからみんなが勝手に僕に何かを求めて、勝手に崇めて、ちやほやしてくれるんだよね。――――それなのに」

　ルートヴィヒは猫のように、にいっと嗜虐的に笑った。

「君はそんな僕に対し、怯えたような顔をするだろう？　その顔を見ていると、なんだかぞくぞくしちゃって」

「ひいっ！」

　相手を喜ばせるだけと知りながら、ナターリアはまた怯えて喉を鳴らしてしまった。

　どうしよう、変態だ。まごうかたなき加虐性愛者だ。ナターリアは必死に逃げ道を探す。

「こ、国王陛下がお許しになるとは思えません……！」

「陛下にならもう許可をもらったよ。君との結婚はむしろ喜んでいるんじゃないかな。僕に有力貴族の娘を娶られたら困るみたいだから」

　大した権威もなく財産もない、だが一応は伯爵というそれなりに高い地位にあるフレッツェン伯爵家くらいがちょうど良いのだとルートヴィヒは言う。

　引き篭もりのナターリアであっても、彼の父親であるはずの現国王とルートヴィヒの仲があまり良くないという噂は耳にしていた。

（嘘、でしょう……？）

　自分の人生が詰んだ気がした。きっとこれから一生自分は、このどどめ色の心を持った男にいたぶられながら生きていくのだ。

「そういえばさっき君、自分で責任は取るっていったよね？　だからちゃんと責任とってね！」

　楽しそうにルートヴィヒが弾んだ声で言う。ナターリアに、もう逃げ場はなかった。

「謹んでお受けいたします……」

　腰をかがめて、高貴な方に対する礼を取る。そんな悲壮感溢れた顔のナターリアを見て、ルートヴィヒは声を上げて笑った。

「そっか！　よかった！　それじゃよろしくね。僕の未来の奥さん」

　どどめ色がずるずると近づいてくる。そして温かなものが頰に触れ、彼に口付けされたと気付く。ぞわりとナターリアの全身が怖気立つ。

「またね。ちゃんと準備しておいてねー！」

　そして、ルートヴィヒはナターリアの父に、ナターリアが求婚を受け入れてくれたと伝えると、いくつかの指示を出した後に、嵐のようにフレッツェン伯爵家を去っていった。

「あー。えーと。姉上。まさかの大逆転ですねえ」

　ナターリアが茫然自失で長椅子にへたり込んでいると、困ったように笑いながら弟が言った。つい数刻前までこの世の終わりの様な顔をしていたくせに、姉が王族に嫁いだのなら自身にも箔が付くと思ったのだろう。妙に嬉しそうでもある。

「ほら、多少問題がおありかもしれませんが、王族ですよ、王族。第二王位継承者。つまりは玉の輿。おめでとうございます！　姉上！」

　問題はあきらかに多少ではない。だが、もうどうにもならなかった。

「そ、そうだな。何はともあれ、我が家にとっても非常に名誉なことだ。よかったな、ナターリア」

　父も母も困惑しながらも喜んで、ナターリアに祝いの言葉をかけた。

　相手は腐っても王族である。フレッツェン伯爵家ごときに否を突きつける権利はない。

　少なくとも、おとなしく自分が彼に嫁げば、家族にはそれなりの恩恵があるだろう。

　こんな面倒な性質を持った娘を、今まで愛情を持って育ててくれた恩が返せるのなら、それだけでも良いかもしれない。

　ナターリアは絶望の中、そんなことを思い、自分を慰めたのだった。

















第三話　私の不幸な結婚












　それからの日々は、ひどく慌ただしく過ぎた。

　王家に嫁ぐため、ルートヴィヒにより教育係が派遣されてきた。

　その教育係からは、これから人の上に立つことになる者として、人見知りでおどおどした性格を直せと厳しく指導されたが、むしろナターリアがそんな性格だからこそルートヴィヒが興味を持ったのだとすれば、それは逆効果な気がしないでもない。

　華やかな第二王子と引きこもり令嬢の突然の婚約話に、社交界では色々と噂を立てられ、面白おかしく吹聴されているらしい。

　だが結婚準備に忙しく、相変わらずほぼ屋敷に引きこもって過ごしたため、ナターリア自身にはあまり実害はない。

　だが両親や弟は、不相応な結婚にありがちなやっかみを色々と受けているようだ。

　気弱な両親は心配だが、弟のユリアンに関しては繊細な人間の多いフレッツェン伯爵家の者とは思えぬほど強かなので、おそらくは大丈夫だろう。

　ちなみにそんな弟は、ご執心のアマリエ嬢に、ルートヴィヒとナターリアの婚約の件で散々責められた挙句に振られたらしい。

　悲しみで青く染まっている彼の色を見て、ちょっといい気味だと思ってしまった姉を許してほしい。

　一応は姉として、世の中にはもっと素敵な女性がたくさんいると、優しく励ましておいた。

　そして、婚約者であるルートヴィヒはといえば、自分がこの結婚を望んだくせに、その後ナターリアに会いに来ることはなかった。

　花やら装飾品やらの贈り物はこまめに届くが、それに手書きのカード一つ付けていない。まるでナターリアがその程度の存在であると、示すかのように。

　だが、ナターリアとしては、それはむしろありがたいことだったので、特になんとも思わなかった。

　そして、あっという間に時間は流れ、その日は訪れた。

　白い婚礼衣装に身を包んだナターリアの顔は、衣装以上に蒼白だった。

　そう、今日はルートヴィヒとの結婚式である。

　ナターリアの心持ちは、まさに出荷の日を迎え、市場へと運ばれる家畜のそれであった。

（……大丈夫。大丈夫よ）

　今後、目指すは仮面夫婦だ。そのまま彼が自分に興味をなくし、そっとしておいてくれたらそれでいい。愛妾でもなんでも、いくらでも持ってくれて構わない。なんなら離縁してくれても構わない。

　ただ伯爵家の引きこもりから、王宮の引きこもりに進化するだけだと自分に言い聞かせる。

　ナターリアの悲壮な覚悟を他所に、結婚式は粛々と進む。

　参列している若い女性たちの嫉妬と憎悪が凄まじい。歩く祭壇への道の両側から花びらとともにおどろおどろしい色の妬みと憎しみを撒かれ、またしてもナターリアを吐き気が襲うが、流石に今日は吐く訳にはいかない。

　浅い呼吸を繰り返しひたすら下を向いて必死に堪える。参列者が恥ずかしがり屋の純真な花嫁と勘違いしてくれていることを祈るしかない。

　息子の結婚式だと言うのに、国王は参列しなかった。王が次男であるルートヴィヒを冷遇しているという噂はどうやら本当のことらしい。

　その代わり、王の名代として、王太子とその母である王妃が参列していた。相変わらず王太子の身に纏う光は美しい。そしてその母である王妃も、柔らかな白い光をまとっている。

　この殺伐とした場で、彼ら二人だけがナターリアにとって救いだった。

　そして、ナターリアの隣に立つ、夫となる予定のルートヴィヒといえば。

　今日も元気に憤怒と憎悪の色に彩られている。故に皆が感嘆のため息を吐く美貌を、ナターリアはまだ、ただの一度も拝めていない。

（そんなにもあのお二方を憎んでおられるのね……）

　王太子も王妃も、ナターリアの目から見る限り、ルートヴィヒとは違って善良な人間だ。

　もともと、今の王妃は男爵家の出身で、国王に見初められたものの、その身分の低さから王妃になることができず、長らく国王の愛妾であったという。そして、その間に庶子として現王太子ハインリヒが生まれた。

　その後、公爵家の令嬢を王妃とし、第二王子であるルートヴィヒが生まれたが、数年後に王妃は病死し、国王は周囲の反対を押し切って長年連れ添った愛妾を、王妃の後釜に据えた。

　それにより、ハインリヒは妾腹の王子から一躍、正当な王の第一子として王太子となり、ルートヴィヒはその座から引き摺り下ろされることになった。

　そして国王は、寵愛する女の生んだ息子である、ハインリヒばかりを可愛がっているという。

　そんな王家の詳細な家庭事情を教育係から聞いたナターリアは、少々ルートヴィヒに同情してしまった。

（……そうよね。普通に考えれば、どうしたって怨恨が残るわ）

　ゆえにルートヴィヒの性根がひねくれてしまうのも、仕方がないことなのかもしれない。

　そして、そんなルートヴィヒを息子のように可愛がっているという、彼の叔父であるビュッセル公爵閣下も結婚式に参列しなかった。彼もまたこの結婚には反対の立場だったようだ。

　風の噂によると、どうやら公爵閣下は甥であるルートヴィヒを王位に就かせようと狙っているらしい。身分の卑しい血を引く王太子は、王として不適格である、とのことだ。

　だからこそ、ルートヴィヒにはもっと、地位も権力も金もあり、後ろ盾となり得る名家のご令嬢と結婚して欲しかったのだろう。貧乏伯爵家の娘などではなく。

　公爵自身も、ルートヴィヒを何度もそう嗜めたそうだが、彼はそれでもナターリアを妻にすると、強固に言い張ったらしい。

　ルートヴィヒから派遣されてきた教育係が、わざわざそんなことまで教えてくれた。

　だからもっと感謝をしろ、心込めてルートヴィヒを支えろと、ルートヴィヒの信奉者である彼にやたら恩着せがましく言われ、うんざりしたものだ。

　だが、そうまでして、なぜルートヴィヒが自分との結婚を望んだのかはわからない。

　ナターリアと結婚しても、多少嗜虐心が満たされる程度の恩恵しかないと思うのだが。

（それはそれで勘弁してほしいのだけれど……）

　ナターリアとて、いじめられるよりも、優しくされる方が好きに決まっている。

　促されるまま、彼のどどめ色の腕に手を添え、祭壇の前に立つ。

　そして、神の名の下に結婚の宣誓をする。愛などまるでないのに、愛を誓う。

　きっと寂しくて可哀想な人なのだ、などと勝手に憐れみを持ってルートヴィヒを見つめれば、なんとかその憎悪も直視に耐えられた。

　彼が近づいてきて、そっと目を瞑る。

　閉ざされた視界の中、そっと触れられた唇は、思いの外温かく、柔らかかった。






　――――そして、来たるは初夜である。

　王宮の一角に部屋を与えられたナターリアは、豪奢な寝台の上で、震えながら夫の訪れを待っていた。

　生地が薄い上に非常に心もとない布面積の夜着を着せられ、扉を見つめながらため息を吐く。

（ずっとこのまま、ルートヴィヒ様が来なければいいのに……）

　なんせ彼が愛情を持ってこの結婚に臨んだとは到底思えないのだ。一体どんな扱いを受けるのか、恐ろしくてたまらない。

　そんなことを思った瞬間、突然ノックもなく扉が開いた。

「ひっ……！」

　驚いて思わず飛び上がると、入室してきたどどめ色の夫が、くつくつと笑うのが聞こえた。

「驚かしちゃってごめんね。こんばんは、奥さん」

　昼に比べ、禍々しい気配は薄まっていた。彼が笑うたび、さらに薄くなる。

「こ、こんばんは。殿下」

「夫婦なのに殿下はいただけないね」

「で、ですが……」

　ナターリアは困ってしまった。我らが目指すは仮面夫婦である。うっかり気安い関係になってもいいものだろうか。

「ねえ、名前で呼んでよ」

「そんな、恐れ多いです……」

「だめ。呼んで」

　そんな風に強く言われてしまうと、気弱なナターリアには我を通すことはできない。必死に小さな声で、夫となったばかりの男の名を呼ぶ。

「る、ルートヴィヒ様……」

「ルウィでいいよ」

「さ、流石にそれは……」

　困ったように眉を下げると、「仕方がないな。今日はそれで我慢してあげる」と言って、ルートヴィヒはまたくすくすと笑った。

　そして、ナターリアの側へと近づいてくる。

　思わず後ずさりしてしまいそうになるのを、ナターリアは必死に堪えた。なんせ、彼はもう自分の夫なのだ。身分的にも立場的にも、拒否する権利は自分にはない。

「……さて、ナターリア。君は一体なにを知っているんだい？」

　そして、寝台に乗りあげてきたルートヴィヒによって始まったのは、新婚夫婦の甘い時間ではなく、尋問だった。

「……はい？」

　突然冷たい声で問われて、ナターリアはきょとんとする。

　一体なんのことか、まるでわからない。

「あのう……。何の話か全くわからないのですが……」

　ナターリアは、そう言って困ったようにゆるゆると首を横に振った。

「ふうん……。しらばっくれるんだ。それじゃ体に聞いてみようかな？」

　そう言うと、ルートヴィヒはナターリアの着ている薄い夜着を、手早く一気に剥ぎ取ってしまった。

「きゃあっ!!」

　あまりのことに、ナターリアは悲鳴をあげる。だが、悲鳴を上げたところで、新婚初夜だ。きっと誰も助けてくれはしないだろう。

　そのままルートヴィヒは暴れる彼女から、器用に下着をも全て剥ぎ取ってしまうと、寝台に押し倒した。

　ランプの明かりの中、生まれたままの姿を晒したナターリアは、羞恥で視界が潤む。

「……へえ、綺麗な肌をしてる。真っ白だ」

　ルートヴィヒが、小さく感嘆の声を上げた。

　それは、日々屋敷に閉じこもっていたことによる副産物である。日に焼けることのなかったナターリアの肌は、抜けるように白い。

　闇に浮き上がる白い肌に、ルートヴィヒは手のひらを這わしていく。だがナターリアの視界には、赤黒い何かが自分にのしかかり、体を弄っているようにしか見えない。

　恐怖に耐え切れず、ぎゅっと目を瞑る。すると今度は、肌を這いずる彼の手のひらの感覚が生々しく感じられた。そう、式での誓いのキスのように。

「ひっ……あ……ああ」

　ナターリアは彼の熱い手のひらに、びくびくと体を震わせる。

「ふうん。敏感なんだね」

　嘲笑うように言われ、ナターリアは恥ずかしさにいやいやと首を振った。

　寒さからか、ツンと立ち上がった胸の頂を、ルートヴィヒが指先で弾く。

「ひいっ！」

　思わず高い声を上げれば、くすりと笑う声がする。そして、その敏感な実を、執拗に指先で摘み上げられ、押しつぶされ、痛みに転じそうになれば優しく撫でられる。

「ひっ……！　あ、ああ」

　未知の感覚にナターリアは震えた。弄られているのは胸なのに、なぜか不思議と下腹部が熱を持ち、じんとした疼きをもたらす。さして体を動かしていないのに、息が上がる。

　その感覚から逃れようと身を捩るが、ルートヴィヒはそれを許さず、己の四肢で器用にナターリアを寝台へと縫い止める。

「やだぁ……！　私、何も知りません……！」

　必死に許しを請うも、ルートヴィヒの手は止まらない。

「それじゃあナターリア。君がそんなにも僕に怯える理由はなんだい？」

　ナターリアがルートヴィヒに怯える理由。そんなものはただ一つ。その、おぞましい靄である。

「僕さ、これでも品行方正な美青年で通ってると思うんだよね。そんな風に怖がられたり怯えられたりするの初めてでさぁ。……おかしいんだよ。こんなことは」

　つまり、ルートヴィヒはナターリアが何かしらの機密情報を知っていると疑っているのだ。だからこそ、自分に怯えているのだと思っているようだ。

　ならば、彼が抱えている機密情報とは何か。しかも、人から怯えられるに足る情報とは何か。

　熱に浮かされた頭で、ナターリアは思い至る。

　――――それは。

（……王太子殿下への、叛意）

　彼は、ナターリアがそれを知っていることを、確信しているのだ。

　おそらくルートヴィヒは、なんらかの情報を抱えたナターリアを自らの手のうちで管理するために妻としたのだろう。

（でも！　そんなことを言われましても……！）

　確かにナターリアは彼の隠されたその憎悪を知っている。だが、ナターリアの能力は思考の詳細までも読み取れるような、高度な能力ではない。

　彼女に見えるのは、喜怒哀楽といった、単純な感情だけだ。

「ち、違うんですぅぅぅ！」

「へえ。何が違うの？」

　なんとか誤解を解かねばならない。ナターリアは嗚咽をこらえながら口を開いた。

「私、見えるんです……！　生まれつき、人の感情が、色として……！」

　泣きながら、ナターリアは答える。特にこの能力を秘密にしてきたわけではない。

　こんな風に責め立てられるくらいなら、白状しても全く問題ない。

　――――信じてもらえるかは、わからないが。

「あなたの纏う色は禍々しくて、いや。――怒りと憎しみの色」

　幼くナターリアが訴えれば、ルートヴィヒは息を飲んだ。

「……だから、わたしは、あなたがこわい」

　そう言って子供のように泣きじゃくるナターリアに、ルートヴィヒは困った顔をする。

　そして、身を起こし、ナターリアを解放した。体の自由を取り戻したナターリアは、驚き目を見開く。それから体を隠すように丸めた。

　まさか、信じてくれたのだろうか。こんな、荒唐無稽な話を。

「……ふうん。なるほどね。そういうことか」

　ぐしぐしと泣きながら、ナターリアはルートヴィヒを見つめる。

「……おかしいとは思ったんだ。君の周りをどれほど探らせてみても、何にも出てこないし」

　どうやら婚約してから結婚するまでの期間、ルートヴィヒはナターリアの身の回りを手飼いの情報屋に探らせていたらしい。

　それは申し訳ないくらいに無駄な行動だとナターリアは思った。ナターリアの家族は皆人畜無害な善良な人々であるし、ナターリア自身に至っては、ほぼ部屋から出てこないのだから。

「正直、これまで本心を他人に見破られたことがないんだよね。あの舞踏会の日、僕は本当は酷くイライラしていたんだけど、そのことは誰にも気付かれないように普段通りに見せていたし、実際に気付かれなかった。……なのに、君は僕に酷く怯えていた」

　確かにあの時の彼の纏った色は酷いものだった。あんなにもおぞましい闇を抱え込んでいながら、笑って綺麗に隠してしまえるなんて、恐ろしいほどの感情制御だと思う。

　おそらく、ルートヴィヒ自身にも隠せていた自信があったのだろう。だというのに、ナターリアはそれを見抜き、ルートヴィヒから逃げようとした。

「だから、君が気になって仕方なかったんだよ。知らない人間に、勝手に心の中を見透かされるなんて気持ちが悪いだろう？」

　ルートヴィヒのその言葉に、ナターリアの胸がずきりと痛んだ。確かに、隠しているものを暴かれるのは気持ちの良いものではないだろう。たとえそれが、ナターリア自身にもどうしようもできないことであっても。

　わかってはいたものの、目の前に突きつけられると、やはり辛い。

　涙をこらえ、唇を噛み締めて下を向いていると、ルートヴィヒの暖かな手のひらが、ナターリアの両頬を包んだ。

　そして、そっと顔を上げさせられる。赤黒い靄は、随分と薄くなって、ルートヴィヒの輪郭がぼんやりと見える。彼が笑っていることも、ぼんやりとわかる。

「……でも、今は、それがナターリアだと思うと、不思議とあんまり気にならないや」

　そう言って、ルートヴィヒはまた笑った。その瞬間、ナターリアの目から、溜まっていた涙がぼろっとこぼれ落ち、寝台のシーツに染みを作った。

「……もちろん、ナターリアの言い分を全部信じるわけじゃないけどさ。やっぱりどう考えてみても君は、毒にも薬にもならなさそうだ」

　褒められているのか、貶されているのかわからないが、つまり自分が無害だということはわかってもらえたようだ。

　――――それは、悪いことではないだろう。きっと。

「ねえ、ナターリア。そんな君には、今、僕がどんな風に見えるんだい？」

　ルートヴィヒは面白がって、突然そんなことを聞いてきた。ナターリアは素直に、包み隠さず答えた。

「……怒りは赤。憎しみは黒。ルートヴィヒ様はいつもその二つが混じり合った赤黒い色の靄に包まれていらっしゃいます。とてもとても濃くて深い色です……。だから、私はルートヴィヒ様の顔もいまだわからないままなのです」

「……ふうん。道理で君とあまり目が合わないと思った。そもそも君は、僕の顔自体が見えていないんだね」

　だが、今は出会った時よりも、ずっとその靄は晴れていて、ルートヴィヒの顔の輪郭と、青い目はうっすらと見えていた。綺麗な、どこまでも澄んだ青い色。

「――じゃあさ、ナターリアはどうすれば、僕が怖くなくなるんだろう？」

　まさかルートヴィヒの方から歩み寄ってくれるとは思わなかった。ナターリアは涙の溜まった目を見開く。

「……奥さんに怖がられるのは、やっぱり嫌だしね」

　思いの外優しい言葉に、ナターリアは驚き、そして、また泣いた。

　やっぱりいじめられるよりも、優しくされる方がずっとずっと良い。まっすぐに、心に響く。

　しばらく逡巡して覚悟を決めて、それでも小さな声で、夫に伝える。

「……負の感情を、抑えていただけるのなら」

　ナターリアの目に映る色は、心の底にある感情を曝け出す。表面上取り繕うだけでは、その色は払拭することはできない。

　だがきっと、憎しみは、怒りは、すでにルートヴィヒの一部になってしまっているのだろう。それを無くすことは、きっと酷く難しい。

　だからナターリアは、そこまでの期待はせずに、そう伝えた。

　すると、何を思ったのか、ルートヴィヒは体を起こし、そっと目の前にあるナターリアの小さな頭を撫で始めた。

「柔らかい髪だね」

　優しい甘い声で言われ、ナターリアは頰を赤らめる。今、自分が全裸であることは、もう考えないようにしていた。

「ふふっ……！　なんだか小動物を撫でているみたいだ」

　確かにナターリアは薄い茶色の髪に丸い焦茶色の目をしており、そして、女性としてはかなり小柄の方だ。びくびくと怯える様子から、よく家族には栗鼠（リス）に喩えられている。

「ナターリア。どうかな？」

　確かに、彼の周りから、随分と禍々しい気配が薄れていた。

　恐る恐る震える手を伸ばし、そっと彼の頰に触れてみる。

　薄く纏った赤黒い靄を突き抜け、その下にある温かで滑らかな肌を感じる。

「……ああ。君の方から僕に触れてくれるのは、初めてだね」

　そう言って笑うルートヴィヒから、さらに靄が晴れた。

　――――そして。

「ひいぇぁぁぁーっ!!」

　――――そこに現れたのは、絶世の美貌。

　蜂蜜色に燦然と輝く金の髪に、どこか中性的な、非の打ち所がなく整った顔立ち。

　そんなとんでもない美形が、目の前にいた。

「どうした？　ナターリア？」

　そう言って不思議そうにこちらの顔を覗き込んでくる顔すら、奇跡のように美しい。

　美形だとは聞いていた。だがこれほどとは思わなかった。

　美形すぎて、明らかにナターリアの許容範囲を超えている。

「ち、近づかないでくださいませっ!!」

「は？　なんでいきなり余計に酷くなってるの？」

「ルートヴィヒ様が美しすぎて、私には無理です……！」

　目が潰れる……！　と叫んで目を押さえ、真っ赤になって全裸のまま寝台で身悶えるナターリアに、ルートヴィヒは声を上げて笑った。

「……なるほど。本当に君は、これまで僕の顔が見えていなかったんだね」

　そして、目を塞ぐナターリアの手を取ると、そのまま寝台に縫い付けてしまう。

　それから潤んだ目で、顔を真っ赤にするナターリアに、蠱惑的に微笑みかけた。

「ヒイッ！　し……死んじゃう……！　無理……！」

　呻くナターリアにルートヴィヒは「可愛い」とひとつ呟くと、また唇を重ねてきた。

　もう、そこに、あのどどめ色は見えなかった。

　心臓が破裂しそうにばくばくと脈打つ。一体なぜこんなことになったのか。急展開すぎてナターリアの頭がまるで働かない。

　今になって、結婚式で殺意すら感じるような厳しい目で、自分を睨みつけてきたお嬢さん達の気持ちが理解できた。

（だって、絶対に釣り合ってないもの……！）

　今更ながら、自分があまりにも彼に釣り合わないことを思い知り、ナターリアは逃げ出したくなった。

　だが実に悲劇的なことに、彼はもう、自分の夫であり、自分は彼の妻なのである。

　そっと唇が離れる。そして、また彼の神々しい顔が見える。心臓が止まりそうだ。

「君は本当に面白いね。こんなに笑ったのは、生まれて初めてだ」

　そして信じられないことに、彼の周囲にうっすらと漂い始めた色は、桃色。






　――――桃色が示す感情は、恋情。
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（お願い！　誰か！　嘘だと言ってーーーーっ!!）

　そこで、追い詰められたナターリアの意識は、ぷっつりと暗転した。

　そう、彼に向かって思い切り吐いてしまったあの時のように。

「……その気絶癖、ずるいと思うよ……！」

　よって、ナターリアにはそんなルートヴィヒの恨みがましい言葉も、聞こえなかったのである。

















第四話　思ったよりはマシだった












　朝、目を覚ますと、隣にはこの世のものとは思えない美形が寝ていた。しかも全裸で。

　ぼうっとした頭で、彼を見つめる。ここは一体どこなのか、まるで思い出せない。

　そもそも長きにわたる引きこもり生活で、ナターリアは昼夜関係ない自堕落な生活をしていたため、朝にはめっぽう弱い。

　だがなにやら体が妙にすうすうする。なんだろうとそっと寝台の中をのぞいてみれば、なんと自分も全裸であった。下着一つ身につけていない。

（――――うん。流石にこれは夢ね）

　どうやら自分はまだ夢の中にいるらしいとナターリアは判断した。

　そしていつものように二度目の就寝を決めようと、再度寝台に潜り込んだところで。

「……ちょっと。なにまた寝ようとしてるのさ？」

　狸寝入りであったルートヴィヒに声をかけられ、ナターリアは飛び上がった。

「こっ、ここは夢の世界です。私の知る現実ではありません。というわけでもう一度寝れば現実の世界に戻れるはずなんです……！」

「また変なことを言ってるし……。勝手に僕との結婚を夢にしないでよ。酷いなあ。流石の僕でも傷付いちゃうよ」

　そしてちゅっと可愛らしい音を立てて、ルートヴィヒはナターリアの唇に吸い付いた。

「ひいっ……！　んぐ！」

　情け容赦なく現実に引き戻されたナターリアは、奇声をあげた。するとそれを聞いたルートヴィヒが肩を震わせて笑う。

　窓から差し込む朝陽が、ルートヴィヒの美貌をさらにナターリアに知らしめる。

　その、ほどよい筋肉が付いている、均整のとれた美しい体も。

　中性的な雰囲気もあり、ナターリアは勝手にルートヴィヒのことを華奢だと思い込んでいた。だが、実際はちゃんと鍛え上げられ引き締まった、良い体をしている。

　この人はどこもかしこも憎たらしいほどに完璧なのだな……などと思ったところで、ナターリアは正気に戻った。

「な、なんでルートヴィヒ様まで服を着ていらっしゃらないんですか!?」

　男性の裸など、今まで見たことがない初心なナターリアは、悲鳴をあげた。

　昨夜、確かに自分はルートヴィヒに裸にひん剥かれたが、彼自身は意識を失う寸前までちゃんと服を着ていたはずである。

「えー？　だってナターリアは裸なのに、僕が服を着ていたらずるいかなと思って」

　どちらがどのようにずるいのだろうと思ったが、ナターリアにもう言い返す元気はなかった。

　なんせ、裸のルートヴィヒがのしかかってきたからだ。

「ルートヴィヒ様……？」

　恐る恐る声をかけてみるが、彼が退いてくれる様子はない。

　死に行く兵士のような顔をしているナターリアを見て、ルートヴィヒはまた吹き出した。

「ねえ、そんなに怖がらないでよ。可愛いなあ。もう」

　なぜ彼は、ナターリアが怖がり怯える様子を、可愛いと認識してしまうのか。一応は妻として、夫の倒錯具合が心配であるが、そんなことよりも。

　ルートヴィヒはナターリアを抱きしめ、自分の体の下に沈める。

　触れ合う肌と肌が心地よい。相変わらず心臓は破裂しそうな音を立てているが、人肌がこれほどまでに気持ちが良いことを、ナターリアは初めて知った。

　思わずうっとりと目を細めると、その顔中にルートヴィヒが口付けを落としてきた。

　やはり、彼の周りにはふわりとかすかに桃色が漂っている。恐らく、本人も自覚がないであろう程度の、芽生えたての恋情。

　なぜかそれを見ていたら、ナターリアは泣きそうになってしまった。

　こんなどうしようもない自分に、彼のような人がわずかでも好意を持ってくれた、という奇跡的な事実に。

　――――そして。

「あ、あの……？」

　何やら熱くて硬い棒状のものが、太ももに押し付けられていることに、戸惑いながらも、声を上げる。

　もしやこれは、例の教育係が言っていた、男性特有の持ち物ではないだろうか。

「えー？　だって朝だし。ナターリアは可愛いし。仕方がないよね？」

　どうやら仕方のないことらしい。気合いを入れてなんとかルートヴィヒの目を覗き込めば、そこにあるのは、確かに欲情の宿した熱っぽい目。彼がこんな自分に欲情しているという。その事実に、じんわりと体が熱を持つ。

　羞恥でまたしても泣き出してしまったナターリアを見て、ルートヴィヒが嬉しそうに笑み崩れる。嗜虐性の強い彼は、ナターリアの泣き顔が本当に好きなのだろう。

　それでもいいかと思えてしまうくらい、絆されてしまっている自分もまた恐ろしい。

　そして、彼の手がナターリアの体を這い出した、その瞬間。

　控えめなノックが扉から聞こえてきた。

「――――殿下。妃殿下。朝でございます」

　扉の向こうから聞こえた声に、ルートヴィヒの手が止まる。

　そして、ぶわりと赤い靄が彼の周りに漂ったため、不快に思っていることがわかる。

「ルートヴィヒ様。女官の方もお仕事なのです……よ？　仕方がないのです」

　ナターリアが宥めるように言えば、ルートヴィヒは眉をあげる。

　ルートヴィヒの顔は変わらず微笑みを浮かべたままだが、ナターリアにはわかるのだ。

「……すごいね。僕が不機嫌になったのがわかるんだ」

「ええ、今、ルートヴィヒ様の周囲が赤い色に染まりましたから。逆に言えば、本当にそれだけの能力なのですけれど……」

「ふうん」

「私に分かるのは、相手の感じている喜怒哀楽といった単純な感情だけなんです。ですから、ルートヴィヒ様が心でなにを思っていらっしゃるのかまで、分かるわけではないんです……」

　心を覗かれているなどと思われたら困る。ナターリアは懸命に釈明する。

「でもそれだけでもすごいことだと僕は思うよ。だって、腹に何かを抱えていることは分かってしまうんだからね。――さて。この女官は誰の手の者なのかな？」

　ルートヴィヒは腰にシーツを巻きつけると、ナターリアを外から姿が見えないように、寝台の中に潜り込ませた。

「良い子に待っててね」

　そして、彼女の頰に一つ口付けを落とすと、そのままの姿で寝室の扉を開けた。

「きゃあ！」

　驚いた女官の高い声がする。それはそうだろう。扉を開けたら超美形の王子が腰にシーツだけを巻いた姿で立っていたのだから。

　そんな彼を、徐々に見慣れてきてしまっている自分が恐ろしい。

　人は、贅沢にはすぐに慣れる生き物なのである。

「悪いけど、今日は一日ゆっくりさせてくれないかな。特に予定も入れてないはずだよね？　食事も直接部屋に運んでくれ。僕は妻の傍を片時も離れたくないんだ」

　どこか気だるそうな雰囲気のルートヴィヒが放つ壮絶な色気に、女官は魂が抜けてしまったような惚けた顔で、ルートヴィヒを眺める。

「ねえ、君。聞いてる？」

　女官の反応の無さに、ルートヴィヒがその柳眉をわずかに顰めると、女官はまた小さく悲鳴をあげ正気に戻り、口をパクパクと数回動かしたのちに、「申し訳ございませんでした！」と叫んで、慌てて出ていった。

「……おやまあ、何を確認しに来たのやら。新婚夫婦の蜜月を邪魔しないで欲しいよ。でもこれで流石に今日は、誰もこの部屋にこないよね」

　確かに誰もこないかもしれないが、明らかになんらかの誤解をされた気がする。

　そう、これではごく普通の新婚夫婦だと思われてしまったのではないだろうか。

（目指していたのは、仮面夫婦のはずなのに……）

　ルートヴィヒとナターリアは、愛あって結ばれた夫婦ではない。

　さらに言うならば、彼がナターリアを妻にしたのは、彼女にあった疑惑のためだったはずだ。

　その嫌疑が晴れたのであれば、もうナターリアを妻とする意味はないのではないだろうか。

「それじゃナターリア。新婚夫婦の義務を果たそうか？」

　それなのにルートヴィヒは、自分たちをまるで愛し合っている新婚夫婦のように宣う。

　甘い顔で微笑み、ナターリアと触れ合おうとする。

　ということは、夫婦関係は続行するということだろうか。

　シーツの隙間からそっと彼の顔を見上げる。

　ぎしりと音を立てて寝台に腰をかけると、ルートヴィヒはまたナターリアの髪を弄び始めた。

　どうやらナターリアの髪がお気に召したらしい。鼻歌を歌いながら、整えられた指先で、その柔らかい感触を楽しんでいる。

「あの……。ルートヴィヒ様」

「ん？　なんだい？」

「ルートヴィヒ様は、私をお疑いになっていたから、妻にと望まれたんですよね」

「……あれ？　そんな話だったっけ？」

「そんなお話でした。つまりはその嫌疑が晴れたのなら、私たちが夫婦でいる意味はないのではないでしょうか？　……私などではなく、もっとちゃんと、ルートヴィヒ様にふさわしい方がいらっしゃると思うのです……」

　ナターリアの中のルートヴィヒへの印象は、結婚一日目にして随分と変わった。

　出会った時は怖くて仕方がなかったが、今では決して嫌いではない。それどころか、好意のようなものさえも抱いている。

　彼もまた、うっすらとだがナターリアに恋のような感情を持っているようだ。

　だが、それはほんのささやかなものであり、人生をかけるほどのものでもないとナターリアは判断した。

　なんせこの国には、ナターリアよりはるかに美しく、教養深く、後ろ盾のある未婚女性が山のようにいるのだ。

　ならば自分は、この場所にいてはいけない気がした。

　少しちくりと痛む胸に気づかないふりをして、ナターリアは続ける。

「流石に結婚してすぐでは外聞が悪いかと思いますので、折を見て離縁をーーーー」

「……へえ？」

　彼のためを思い伝えた言葉だというのに、なぜか皆まで言わせてもらえない上に不機嫌そうな返事が返ってきた。何があったのかとナターリアは顔を上げる。

「ひぃあっ……！」

　すると、ルートヴィヒは真っ赤な靄に包まれていた。どうやら怒っているようだ。しかも、かなり。

「ああ、そうだよねえ。表面をどう繕ったって、どうせ君には僕が怒ってるってことがすぐにわかっちゃうんだよねえ」

　ナターリアは寝台の上で後退り、身をよじり、自らに手を伸ばすルートヴィヒから逃れようとする。

　だがすぐに寝台の端へ到達してしまう。そして寝台に乗り上げてきたルートヴィヒの両腕の中にあっさりと囚われた。

　その際、彼が腰に巻いていたシーツがはらりと外れ、臨戦態勢となったものがうっかり目に入ってしまう。

「ひぃっ！」

　結婚前に初夜の心得として話には聞いていたが、思った以上に凶悪なそれに、ナターリアは震え上がった。

「だったら、わざわざ表情を作る必要もないね」

　そう言うと、ルートヴィヒの顔からそれまでずっと貼り付けられていた笑みが、すっと消えた。美形の無表情はとんでもない迫力であった。ナターリアはすでに涙目だ。

「……僕さぁ、言ったはずだよね。君の泣き顔や怯えた顔が好きだって」

　確かに言われた。そう、まさに今のような。

「君のその怯えて泣きそうな顔を見ると、なんだかゾクゾクしちゃうんだよね。……だから」

　ルートヴィヒは、にたりと嗜虐的に笑って言った。

「……いじめてあげるよ」

　ナターリアは小動物のように、ブルブルと震えながら泣いた。つまり彼は、ナターリアに疑いの目を向けたためだけではなく、やはり己の嗜虐心を満たすために娶ったということであろうか。ならば自分は、この先、彼に虐められながら一生を過ごさなければならないのか。

（いくらなんでもそれは酷いわ……！）

　あんまりである。流石にナターリアも命がけで異議申し立てをすることにした。――――蚊の鳴くような、小さな声で。

「い、痛いのは嫌です……」

　嗜虐的な人は、妻や恋人に暴力を振るうこともあるという。だが根性なしのナターリアは、もちろん痛みにも弱い。よって痛いことはやめてほしい。

「えー。初めは痛いかもしれないけど、慣れたらすごく気持ちがいいよ」

　一体何の話をしているのか。そして自分に何をするつもりなのか。会話に若干のズレを感じる。ナターリアはさらに震え上がった。

「辛いのも、苦しいのも嫌です……」

　そもそも心身ともに痛みに弱いからこそ、引きこもり生活などをしていたのである。無理やり外の世界に引き出された上に、一生をいたぶられながら過ごすなど、耐えられない。

「優しくして欲しいです……。甘やかして欲しいんです……」

　小さな声で、涙を溜めた目で、切々と訴えれば、ルートヴィヒはまたナターリアの小さな頭を柔らかく撫でた。

　その手つきの優しさに、ナターリアは泣き濡れた顔を上げる。

「うん、わかった。……それなら甘く優しく、いじめてあげるよ」

　そう言うと、ルートヴィヒは頬を伝うナターリアの涙を舌で舐め上げた。

　明らかにおかしい。そんな相反したものが両立するのか。思わず抗議しかけたナターリアの唇は、彼の唇によって塞がれてしまった。

「ふっ……！　ん！」

　言葉を発しようと開きかけていた唇にルートヴィヒの舌が割り込んでくる。そして、奥へと逃げていたナターリアの舌を捕らえ、絡ませ、引き出そうと吸い上げる。

　ぐちゅぐちゅと濡れた粘膜同士の立てる音が、ナターリアの耳までも犯す。

「んっ……！　んんっ……」

　口角から飲み込みきれなかった唾液がこぼれ落ち、シーツに染みを作る。

　丹念に口腔内を探られ、酸欠で頭がぼうっとしてくる。

　やがて、彼の手がナターリアの体を確かめるように、肌の上を這い出す。

「やっあ……！」

　慣れない感覚に体がわななくが、ルートヴィヒの手はあくまで優しい。

「本当に綺麗な肌だね……。手のひらに吸い付きそうだ」

　執拗に肌をなぞられ、ナターリアの息が上がる。触られれば触られるほど、敏感になるのはなぜなのか。

「見ないでぇ……！」

　陽の差し込む明るい部屋で、シーツすら剥ぎ取られ、ナターリアはその裸身の全てをルートヴィヒに晒していた。

　子供の頃ですら、こんな風に人前で肌を晒したことなどないというのに。

「どうして？　こんなに綺麗なのに」

　ルートヴィヒの唇が頬を伝い、そのままナターリアの耳朶を食む。彼のほんの少し荒い呼吸が耳に響き、ぞくぞくと背中がわななく。思わず顔を背け、肩を竦めれば、がぶりと肩を甘噛みされた。

「ひゃっ！　あっ！」

「ふふっ……！　良い声」

　ナターリアが声を上げるたびに、ルートヴィヒは猫のように目を細め、楽しそうに笑う。

　彼の唇は肌を所々吸い上げながら、少しずつ下へとおりていく。

　やがて、ナターリアの乳房に到達すると、ちょうど手のひらに収まるそれを、両手のひらで柔らかく揉み上げた。

　彼の手の中で、卑猥に形を変える自分の胸を信じられない思いで見つめる。いまだにこれが現実に起きている出来事だと思えない。

　やがてその頂に、ツンとした痛みにも似た感覚が走り、色を濃くしてぷっくりと立ち上がる。まるで更なる刺激を求めるように、自らを主張しているようだ。

「花びらみたいだ。……肌の色が白いからかな。すごく淫らに見える」

　そして、ルートヴィヒはその花びらに唇を寄せ、口に含んだ。

「ふっ……！」

　そして、ちゅうっと小さな音を立てながら吸い上げられ、ナターリアから思わず鼻から抜けたような声が漏れた。掻痒感に似た感覚が蓄積していく。

　どうにかなってしまいそうで怖いのに、もっともっと刺激が欲しいと本能が訴える。

　胸を自らルートヴィヒに押し付けたくなるのを、ナターリアは必死に貰えた。

　はしたないなどと思われたら、恥ずかしくて死んでしまう。

　そんなナターリアに気付きながらも、ルートヴィヒはあえて焦らしてやる。尖りそのものではなく、薄紅色に色づいたその周囲に舌を這わせ、輪にそって指の腹でなぞる。欲しい刺激を与えない。

「ルートヴィヒ、さま……」

　ナターリアは思わず縋るような声を上げてしまった。じわりじわりとわずかな快楽が蓄積し、彼女を苛む。その決壊を求めて、体が疼く。

「……お願い……、たすけて」

　眦に涙をためて、必死に訴える。優しくしてくれるのではなかったのか。甘くしてくれるのではなかったのか、と。

「……もう、堪え性がないなあ」

　困ったように笑うと、痛いくらいに固くなったナターリアの乳首に、軽く歯を立てた。

「ひいっ……！」

　もう片方の頂も指先でクリクリと刺激され、痛みと快感の混ざり合った感覚に翻弄される。

　痛みが快楽を凌駕しそうになると、優しい刺激に変えられ、物足りなくなると、捻りあげられ、絶妙な間隔と強さで弄られる。

　下腹部がじわりと熱を持つ。何かを求めるように、じくじくと疼く。その感覚を逃すため、内股をこすり合わせようとすると、それに気づいたルートヴィヒの腕によって、大きく脚を割り開かれてしまった。

　自分でも見たことがない場所が外気に触れ、ルートヴィヒの前に暴かれる。

「ほら。ナターリアの恥ずかしい場所が丸見えだ」

「っ……！」

　羞恥に耐えきれず、ナターリアはぼろぼろと涙をこぼした。目の前のこの変態を喜ばすだけだとわかってはいても、止めることができない。

「……ほら。なにもかももう、僕のものだ。諦めなよ」

　少し掠れた余裕のない声で、ルートヴィヒがつぶやく。そして、そのままナターリアの脚の付け根に顔を埋めた。

（嘘でしょう!?）

　そこは不浄な場所だ。とてもではないが、口づけをするような場所ではない。

「やぁ……！　だめぇぇぇっ!!」

　ナターリアは必死に逃れようとするが、ルートヴィヒはナターリアの太ももを両腕でしっかりと拘束し、それを許さない。

　そして熱い舌で、熟れた果実のように蜜の滴るその割れ目を、ねっとりと舐め上げた。

「あああっ……！」

　これまでとは比べ物にならない快感がナターリアを襲った。ナターリアは大きく背中を反らせて、高い声を上げた。

「だめ！　お願い……！　汚い、からぁ……！」

　ルートヴィヒの金色の頭を必死に両手で抑えつけ、強すぎる快感に屈してしまいそうな心を叱咤して、訴える。

　だが、ルートヴィヒは、やめるどころか、一層ナターリアを苛んだ。

　舌を尖らせ、蜜壺の中を探り、その上にある皮によって包み隠された敏感な芽を突っつく。

「ひっ！　やっ……！　おかしくなっちゃう……」

「うん。おかしくなっちゃえ」

　閨の心得において、女性の快楽についての説明はなかった。だから、こんなことは知らない。

　次から次に湧き出た蜜とルートヴィヒの唾液が混ざり合い、ぐちゅぐちゅと卑猥な水音を立てる。そして膣内に、そっとルートヴィヒの指が差し込まれた。

　よく濡れたそこは、さほどの抵抗なくルートヴィヒの指を飲み込み、さらなる奥へと誘うように、きゅうきゅうと締め付ける。

　ルートヴィヒは丹念にナターリアの膣壁を探る。そして彼女が特に反応を示した場所を執拗に刺激した。

「やっあ、あ、んあ……！」

　刺激されるたびに、声が自然と出てしまう。もちろんそのたびにルートヴィヒは嬉しそうに笑う。

　そして小刻みに膣内を刺激しながら、包皮から引きずり出すように、花芯を強く吸い上げた。

「あああっーーっ!!」

　その時、ナターリアの中で溜め込まれた快感が一気に飽和し、決壊した。

　絶頂に達し、ガクガクと大きく腰が痙攣する。

「やあああ！　ダメ！　まだ触らないで……！」

　更に敏感になったそこを、だが、ルートヴィヒは容赦無く嬲る。

「でも、中が気持ちよさそうにヒクヒクしてるよ。ナターリアは感じやすいんだね」

「そんなこと、言わないで……！」

「うん。食べごろだね。――――いれるよ」

　そして、ナターリアの蜜口からずるりと指を引き抜くと、代わりに自らの熱く猛ったものを充てがう。

　指とは比べようもないくらいに熱く、硬い。そんなものが、ナターリアの中を押し広げて、奥へと入り込んでいく。

「ふ、あ。ああ……！」

　圧迫感がナターリアを苛む。異物に体を拓かれていく鈍い痛みと、それに隠された、わずかに感じる何か。

「ああ、きっついな……」

　思わず、といったようにこぼされた言葉に、痛みでつぶっていた目をうっすら開く。

　そこにあったのは、何かに耐えるように眉間に皺を寄せた、ルートヴィヒの顔。いつもの余裕のある笑顔は、もう、どこにもなかった。

　そんな顔をさせている原因が自分だと思うと、不思議となぜか誇らしいような気持ちになる。

　ルートヴィヒが、強く強くナターリアを抱きしめた。そして。

「いっ……！」

　一気に奥まで楔を打ち込まれ、ナターリアは思わず叫んだ。ぶつり、と何かがきれたような嫌な感覚と、そこから生まれる激痛。

「いっ！　痛い……!!　痛いです！　無理です……」

　色気なく情けなく泣き叫ぶ。明らかに凹凸の規格が合っていないとナターリアは抗議する。おそらく出血もしているだろう。

「ルートヴィヒ様……！」

「痛いよねえ。でも我慢しようね。きっとそのうち気持ちよくなるよ」

　必死に彼の背中を叩き、助けを求めればこの言い草である。

「ナターリアは痛いのに、僕はすごく気持ちがいいや……。やっぱりナターリアの泣き顔は最高だね」

　ルートヴィヒの顔がキラキラしている。桃色も乱舞している。つまりは、この加虐性愛者に助けを求めた自分が馬鹿だった。

　それなのに、ルートヴィヒが気持ち良いのなら良いかと思ってしまった自分もいて。

（毒されてるわ……！）

　泣きながらも、まんざらではない自分が恐ろしい。

　また、ルートヴィヒの形の良い唇が、顔中に落ちてくる。

　下半身は凶悪なのに、なだめるように散らされるその唇は、ひどく優しくて。

　不思議と痛みが緩和した気さえした。

「あー。無理。そろそろ動くね」

　耐えきれない、とばかりにルートヴィヒが腰を揺らす。その度に傷つけられたばかりの膣壁が、摩擦によって引きつり、痛みを訴えてくる。

「ひっ！　あっ！　あああ！　ん！」

　痛みを逃す先ほどの感覚が欲しくて、ルートヴィヒの唇に吸い付けば、彼は強引にナターリアの唇を舌で割り開き、その口腔をも激しく蹂躙する。

　そして、指を伸ばし、ナターリアと繋がり合った場所の少し上にある、散々愛でられ、赤くぷっくりと腫れ上がった敏感な芽を、指の腹で律動にあわせ擦り上げる。

　次第に、痛みと快感の境界線があやふやになり、ナターリアは無意識に腰を揺らした。自らの気持ちの良い場所に、ルートヴィヒのものが当たるようにと。

「あっ！　ああ……！」

　ルートヴィヒの動きも激しくなる。腰が打ち付けられ、肌通しがぶつかる音が響く。

「ナターリア……！」

　切なげに耳元で名を呼ばれれば、胎内の奥からまたどぷりと蜜が溢れ、さらに彼を逃すまいと締め付けてしまう。

　そして、ルートヴィヒは一際強く二度、三度とナターリアの最奥に突き込む。ナターリアを苛むものが、さらに大きく膨らみ、そして。

「……っ！」

　ルートヴィヒはぐっと息を詰めて、その熱を解放し、ナターリアの胎内に欲を吐き出した。

　自分の中で、びくびくと脈動するものに、不思議と満たされた気持ちになり、ナターリアはそれが収められている下腹部を、そっと撫でた。

「こら。そんな可愛いことをしないでよ」

　そんな彼女を見たルートヴィヒは唇をわずかに尖らせ、咎めるように、自らの額で、こつりとナターリアの小さな額を軽く小突いた。

　それから全てを出し切るように、ナターリアの中で、数度自らのものを扱く。

「ひゃっ……！　んんっ……！」

　その度に、体を震わせるナターリアを見て、また笑う。

「はい残念。これでもう、離縁なんて言えなくなったね」

　怒りはもう消えたのだろう。彼の周囲には、綺麗な桃色が漂っていた。最初に見た時よりも随分と濃くなったそれを見ていたら、確かに、もう何も言えなかった。

　あんなにも恐ろしかったはずなのに。そこにはどどめ色の憎悪も怒りも見えなかった。

　――――あれほどまでに彼を苛んでいた感情が。

「そういえばナターリア。さっきからやたらと僕の周囲を見ているけど、今の僕はそんなに珍しい色をしているの？」

　初めての体験に、未だ頭がぼうっとしていたナターリアは、何も考えられずに「桃色です」と正直に答えた。

「ふうん。……確か赤は怒り、黒は憎悪って言っていたね。なら、桃色は何？」

　重ねてルートヴィヒに問われ、はっと我に返ったナターリアは顔を真っ赤にして、下を向いてしまう。

　――――桃色は、恋情。

　だが、そんなことを言えるはずもない。あなたは私に恋をしている、などと。おこがましいにもほどがある。

　だが、そんなナターリアの挙動不審ぶりに、ルートヴィヒは大方の予想がついたのだろう。

　興味深そうに笑って、言った。今まで見たことのない、滲み出るような自然な笑顔で。






「――――ふうん。なるほど。これが、恋か」

















第五話　憎悪の行方












「まあ！　ルートヴィヒ様ったら、すっかりナターリア様に夢中なのね！」

「い、いえ、そんなことは……」

　会話の合間にそっと一口紅茶をすするが、緊張のあまり、全く味がわからない。

　今、ナターリアの目の前でにこにこと屈託なく笑っているのは、この国の王妃だ。

　つまり、この国で最も高い地位にいる女性である。

　国王を骨抜きにし、彼が無理を通して王妃の座につけたという逸話から、よほどの絶世の美女なのかと思いきや、実年齢より随分と若くは見えるものの、特別美人というわけでもない、可愛らしい普通の女性であった。

　亜麻色の髪に薄い緑の瞳という優しげな色合い。幼げな表情。

　やはり何かが抜きん出ている、という感じではない。――だが。

（きっと、癒されたい人にはたまらないのでしょうね）

　嫌味のない笑顔で、不思議と相手を不快にさせない女性なのだ。

　彼女の纏う色は、美しい白。それは精神が安定している証しだ。

（けれど、王妃様のことをルートヴィヒ様は憎んでいらっしゃる）

　どうしても、ナターリアには、王妃が悪意ある人間には見えない。






　ナターリアがルートヴィヒに嫁いで、早一ヶ月が経った。

　驚くべきことに、ルートヴィヒは毎日きちんとナターリアの元へと帰ってきた。仕事から帰ってくるたびに、赤く、黒い靄に包まれてしまってはいたが。

　そして、寝台の中でナターリアを抱きしめ、柔らかな髪を撫で始めると、そのおぞましい靄は少しずつ消え失せ、やがて代わりにほのかな桃色が身を包む。

　なぜだか、それを見る度にナターリアの目から、涙がこぼれてしまう。

　ずっと泣くのはいけないことだと思っていた。すぐに涙をこぼしてしまう泣き虫な自分の性質が嫌いだった。

　けれど、ルートヴィヒはナターリアが泣くとむしろ喜ぶ。だからナターリアはあえて堪えることはせず、そのまま涙を流し続ける。

　泣くことを我慢しなくて良いことは、むしろナターリアの心の負担を軽くした。

　そして、彼は毎晩ナターリアを抱いた。――言葉通りに、甘く優しくいじめながら。

　おかげでナターリアの体は、すっかりルートヴィヒに従順になってしまった。誠に遺憾である。

　だが、自分と触れ合うことで、彼が少しの間でも憎しみから解放されるのならば。

　――自分の人生の使い道としては、悪くないかもしれない。

　そんな風にさえ、思えるようになっていた。

　少なくともルートヴィヒがナターリアを大切にしていることは、間違いない。

　結婚前は想像できなかったが、ルートヴィヒとナターリアは夫婦として、思いの外順調に過ごしている。

　そしてナターリアは、この王宮で暮らす上で、ルートヴィヒからいくつかの注意を受けていた。

　その一つに、王妃と王太子には関わらない、というものがあった。

『……僕の母を殺したのは、彼らだ』

　だから、絶対に近づくなと、そう何度も念を押された。

　ルートヴィヒが嘘を吐いているとは思わない。だが、ナターリアにはその能力故に王妃や王太子が善良な人間であることがわかっていた。

　だからこそどうしても、彼らがルートヴィヒの母を陥れ、死へと追いやったとは思えないのだ。

　けれどそれほどまでにルートヴィヒが嫌がるのなら、と極力近づかないようにしようと思っていたのだが。

「ねえ、ナターリア様。一緒にお茶をしませんこと？」

　などと、直接部屋に迎えに来られてしまえば、断ることなどできない。なんせナターリアにとって義理の母であり、身分も遥かに上のお方なのだ。

　王妃であるのだから、女官に命じて呼びつければいいものを、彼女もまたナターリアと同じく突然与えられた高貴な地位に慣れないのか、身分を感じさせない態度で、随分と親しげにしてくる。

「王妃様。どうぞ、私のことはナターリアと呼び捨ててくださいませ」

　流石に敬称をつけられるのは勘弁してほしい。ナターリアは恐縮し王妃に訴える。

「あら？　じゃあ私のことはお義母様って呼んでくださるかしら？」

　すると彼女は悪戯っぽい笑顔を浮かべて、さらにとんでもないことを要求してきた。

「ハインリヒにはちっとも色っぽい話がないし。せっかくルートヴィヒ様が奥様を迎えたのだもの。仲良くなりたいの」

　実は娘が欲しかったのよ、と笑う彼女は可愛い。周囲の色もきらきらと輝いていて、口にしている言葉に一切の偽りもないことをナターリアに知らしめる。

　ナターリアは困ってしまった。とてもではないが、そんな彼女を突っぱねることなどできない。

「ルートヴィヒ様にも、何度もナターリアに会わせてちょうだいってお願いしたのよ？　それなのにそのうちにとか言って誤魔化して、ちっとも会わせてくれないんだもの。酷いわ」

　そんな拗ねた顔も可愛い。ルートヴィヒはよくこんな女性を適当にあしらえるものだ。

「だからね、今日はハインリヒにお願いして、ルートヴィヒ様を足止めしてもらっているの」

「……は？」

　ナターリアは目を見開く。すると、背後から声がかかった。

「ということなのだよ、義妹よ」

　驚いて振り返れば、そこにはこの国の王太子がいた。

　失礼ながら、やはりルートヴィヒと比べてしまうと凡庸な容姿をしている。

（でも、やっぱりすごいわ……）

　蒼穹の空の色。彼が纏う色は、ナターリアがこれまで見てきた他人の色の中で、有数の美しさだ。

　やはり、どうしても彼らが、なんらかの罪を犯しているとは思えない。

　ナターリアは慌てて立ち上がると、腰を屈め貴人に対する礼を取る。

「やめてくれ。そんな他人行儀じゃなくていいよ。家族だろ？」

　にこにこ笑って王太子は応える。彼もまた本心からそう言っていることがわかる。

　それらが、施政者の行動としてどうかと問われれば、困ってしまう。綺麗事だけでは政治を動かすことはできない。正直、施政者としてはルートヴィヒの方が優秀であろうと思う。

　けれど、彼らが清廉な人間であることは、間違いなく確かだった。

「ありがとう、ございます」

　なんとか微笑みを貼り付けてそう言えば、彼らは嬉しそうに笑ってくれた。

　そしてしばらくそのまま三人でお茶を飲みながら談笑していると、突然聞き慣れた声がした。

「……兄上、僕に仕事を押し付けて、一体何をなさっておられるのです？」

　その声に、ナターリアは飛び上がる。そして、恐る恐る声の方へ振り向き、思わず叫びそうになるのを必死にこらえた。

　そこには、いつも以上に憎悪に彩られたルートヴィヒがいた。輪郭すら判別できないほどに、血を煮詰めたような赤黒い靄に包まれている。

「それに、君もなにをしているんだい？　ナターリア」

　それはいつも通りの口調だ。王太子も王妃も特に慌てていないところを見るに、こちらもまたいつも通りの微笑みを貼り付けているのだろう。

　――――これほどの憎悪を抱え込みながらも。

「ルートヴィヒ、様……」

　答えた声が、恐怖で掠れる。ナターリアの真っ青な顔に気づいた王妃が慌てて擁護する。

「ルートヴィヒ様。ごめんなさいね。私が無理を言って、ナターリア様を勝手に連れ出してしまったのよ」

「……王妃様。何度も申し上げておりますが、僕のことも妻のことも呼び捨ててください。あなたに敬称をつけていただくような身分ではございません」

「ごめんなさい。……なかなか昔の癖が抜けないのよ」

　かつて、王太子だったのはルートヴィヒだった。当時愛妾に過ぎなかった王妃は、おそらく彼のことを、敬称をつけて呼んでいたのだろう。

「……ナターリア。帰るよ」

「は、はいっ……」

　慌てて立ち上がり、恐怖で震える足で、なんとかルートヴィヒの元へ戻る。

「おい、待てルートヴィヒ。ナターリアが怖がってる。お前、彼女に何かしたのか？」

　王太子の硬質な声に、珍しくルートヴィヒが不服そうな声を出した。

「僕が、彼女に？　まさか」

　兄弟喧嘩が勃発しそうな雰囲気に、ナターリアは慌てて声を張り上げた。

「何もされていませんわ！　ルートヴィヒ様には大切にしていただいています！」

　そして、生理的な嫌悪を押さえつけ、赤黒い靄に手を伸ばし、その中にあるルートヴィヒの腕を取った。

「だから、大丈夫です」

　必死に笑えば、ハインリヒもそれ以上は踏み込んでこなかった。

　そのまま二人で自室に戻ると、ナターリアは安堵のため息を吐いた。

　だが、すぐに、ルートヴィヒによって、そのまま寝台に向かって突き飛ばされた。

「きゃあ！」

　小さく悲鳴をあげたナターリアの上に、ルートヴィヒがのしかかってくる。そして、ナターリアを両腕の中に閉じ込める。まるで、檻の中に囚われたようだと、ナターリアは震えながら思う。

「ねえ、ナターリア。僕は言ったはずだよ。奴らとは関わるなって」

　冷たい声で言われ、ナターリアはびくりと大きく体を震わせた。

　ルートヴィヒは出会った頃のように、赤黒い靄に包まれていた。

　あの美しい顔は、もう見えない。ナターリアは泣きそうになった。

「ルートヴィヒ様……」

「……もう二度と勝手に奴らに付いていくな。何かあったら僕を呼べ」

　まるで彼らがナターリアを害するような言い方だ。そんなこと、起こるはずもないのに。

「王妃様も、王太子様も、私の目から見れば善良な方です……。もちろんルートヴィヒ様の憎しみもわかります。ですが……！」

「うるさい！　君に何がわかる……！」

　ルートヴィヒはナターリアに怒鳴りつけた。

　そして、そのままナターリアのドレスを、力を込めて引き裂く。

「え？　やっ……！　あああ！」

　そして、破れたドレスから覗くコルセットの紐を器用に解くと、まろび出た乳房を思い切り掴んだ。

「痛っ……！」

　小さく叫んだナターリアの声は黙殺され、落ちてきた唇によって、その頂きを思い切り吸い上げられる。

　痛みと、快感が混ざり合って、ナターリアは悲鳴をあげる。

「んあっ……！　いやぁっ!!」

　いつもならじっくりとナターリアを高めてくれるルートヴィヒの手は、情け容赦なく、性急に、ナターリアを追い詰める。

　無理やりでも、従順に彼を受け入れようとする、己の体が恨めしい。

　ドレスの裾をたくし上げられ、脚の間に体を割り込まれ、下着をも引きちぎられる。

　そしてルートヴィヒは外気にむき出しになった、まだ潤いの足りない割れ目に、指を這わせた。

「待って……！　お願い！　ルートヴィヒ様……！」

　だが、ナターリアの必死の訴えは届かない。

「……舐めろ」

　そう言って、一度自らの指をナターリアの口腔内に突っ込むと、その指先についた唾液を潤滑剤に、またナターリアの秘裂を嬲る。

「やっ！　ああ……！」

　やがて割れ目をなぞられているうちにナターリアの奥から蜜が溢れ出す。ぐちゅぐちゅと音を立てて、蜜壺を混ぜられ、腫れ上がった花芯を転がされ。あっという間にナターリアは果てへと押し上げられる。

「やっああああああーっ！」

　大きく背中をしならせ、足の爪先をぴんと反らしてナターリアは達した。

　絶頂で潤む視界で、ルートヴィヒを見つめる。どうして、こんなことになっているのだろう。

　ナターリアが達したと知りながら、ルートヴィヒは手を休めない。ひくひくと脈動する膣内の一点を執拗に弄られ、ナターリアは泣き叫ぶ。

「だめっ……！　ああっ！」

　このままでは絶頂が長引き、降りてこられなくなってしまう。必死にルートヴィヒを制止するが、やはり彼は聞いてくれない。

　どうして、彼は自分の話をちゃんと聞いてくれないのだろう。

　そう思ったら、もう止まらなかった。

「うっ、うあっ……！　うあああああんっ！」

　突然大きな声を上げて泣き出したナターリアに、さすがのルートヴィヒも驚き、手を止めた。

「やだあ……！　こんなのやだぁぁぁ！」

　子供のように泣きじゃくるナターリアに動揺し、ルートヴィヒは彼女を抱きしめ、宥めるようにその背中を撫でる。

「やだって言ってるのに、どうして聞いてくれないのっ……!?」

　ルートヴィヒが、ナターリアの尊厳を踏みにじるような行動をとることが、悲しくてたまらない。優しい彼の手のひらを知っているからこそ。こんな風に一方的に奪われるのは、耐えられない。

「もういや。ルートヴィヒ様なんて、きらい……！」

　まるで本当に子供のような言い草に我ながら呆れてしまうが、どうやらその言葉は酷くルートヴィヒの心を抉ったらしい。どどめ色の靄は薄くなり、その代わりに悲しみの青が滲み出す。

「ごめんね……ナターリア。泣かないで」

　いつもなら、ナターリアが泣くと喜ぶはずのルートヴィヒが、動揺した挙句、必死にナターリアを慰めようとしている。

　そのことが、なんだか可笑しい。ナターリアは泣きながら、ほんの少しだけ笑ってしまった。






「……母上が亡くなったのは、僕が七歳の頃だ」

　しばらくたってようやく泣き止んだナターリアに、ルートヴィヒは重い口を開いた。彼の腕の中で、ナターリアは静かに耳を傾ける。

　父と母の関係が冷え切っていたことは、子供心にもよくわかっていたという。

　公の場では王と王妃としてその役割を果たしながらも、王は、私的に母の部屋に来ることはなかったし、実の息子であるルートヴィヒに会いに来ることもなかった。

　ルートヴィヒの母は、美しく聡明な女性だった。王妃として誠実に公務にあたり、多くの人たちからも慕われていた。

　だからこそルートヴィヒには、父があんな下賎な男爵令嬢にうつつを抜かして、母に冷たい態度を取る理由がよくわからなかった。

　それでもルートヴィヒは幸せだった。父からの関心はなくとも、いつだって母は優しく、時に厳しく、彼を愛し、導き、守ってくれる。

「それなのに、母は死んだ。僕の、目の前で」

　心配性だったルートヴィヒの母は、自分が実家から連れてきた侍女以外の女官を一切信用していなかった。彼女がなぜそんなにも怯え、警戒しているのか、当時ルートヴィヒにはわからなかったが、息子が口にするもの、全てを必ずまず自分が口にしていた。

　――――そして、その日、事件は起きた。

　いつものように、ルートヴィヒに用意された焼き菓子を、息子よりも先に口にして、彼女は倒れた。

　胃の中のものを全て吐き出し、血を吐き出し、ルートヴィヒの前で、そのまま息絶えたのだ。

「母君に近づいてはなりません……！　殿下まで毒に侵されてしまいます！」

　母の腹心の女官にそう言われ、拘束されて、ルートヴィヒは死にゆく母を、抱きしめることすらできなかった。ただひたすら母を呼び、泣き叫ぶことしかできなかった。

　話を聞いていたナターリアはまたしても涙をこぼす。

　小さなルートヴィヒの深い喪失を思って。

　そして母を亡くしたルートヴィヒの環境は、悪化した。

　父である国王は周囲の反対を押し切り、長きにわたり寵愛していた愛妾を、母が亡くなってすぐに新たな王妃とした。

　そして、庶子だったはずの異母兄ハインリヒは嫡子となり、ルートヴィヒは王太子の座から引き摺り下ろされることとなった。

　今まで味方だと思っていた人間は、少しずつ周囲から減っていった。皆、王宮に移り住んできた新たな王妃と王太子に媚びを売ることに夢中だ。

　そんな孤独の中、ルートヴィヒに会いにきてくれたのは、母の弟であるビュッセル公爵だった。

「……叔父上は、僕を抱きしめて、泣きながら母の死を悼んでくれた。母は生前、自分に何かあったら僕のことを頼むと、彼にお願いしていたらしい」

　ビュッセル公爵が後見につくと、失われたルートヴィヒの立場は徐々に改善していった。

　ビュッセル公爵家は国内有数の大貴族だ。敵に回すのは得策ではないと皆が考えたのだろう。

「……その後も何度も毒を盛られたり、暗殺者を差し向けられたりしたよ。叔父上に守ってもらわなければ、僕はとっくに死んでいた」

　ビュッセル公爵は自分の手の者をルートヴィヒに与え、彼を守った。

　恐らくは、ルートヴィヒを次の王にするために。

「そんな叔父上が言ったんだ。母上を殺したのは、あいつらだってーー」

　それほどまでに信頼をしている公爵の言うことならば、ルートヴィヒに疑う余地はないだろう。母を亡くしたばかりの幼い雛は、突然現れた新たな飼い主の言葉を、ただ盲目に信じた。

『奴らを見返してやりましょう。そして、姉上を殺した者たちに、報いを』

　公爵はそう言って、ルートヴィヒに憎しみを吹き込みながら、様々な知識を与えた。

　そして、その憎悪は幼い少年の心に根付き、ルートヴィヒは怒りを、憎しみを育てながら、生きてきたのだ。

　――たった七歳の子供に、一体何ができたと言うのか。

　ナターリアは手を伸ばし、話をするうちに、またルートヴィヒが呑み込まれてしまった赤黒い靄ごと、彼を抱きしめた。

　彼が、ただ哀れだった。時間を遡って、幼い頃の彼のそばに寄り添ってやりたいなどと、ありえない望みを抱いてしまうほどに。

　与えられた温もりに、ルートヴィヒが大きく震える。ナターリアは見えない彼の唇を探して、彼の顔中に口づけを降らした。

　ルートヴィヒのそばにいたい。彼の心を癒したい。ここまで憎悪に塗りつぶされてしまった彼を、この靄の中から引きずりだし、助けたいのだ。

　――――ならば、これは避けては通れない道だろう。真実は、時に、偽りよりも残酷だ。

　それでも言わねばならない。彼の妻として。これ以上、手遅れになる前に。

「……ハインリヒ様も、王妃様も、ルートヴィヒ様のお母様を殺めた犯人ではありません」

　はっきりと言ったナターリアの言葉に、ルートヴィヒは大きく目を見開く。

「あの方々は善良です。これまで多くの人間の感情の色を見てきた私でも、驚くくらいに」

　とてもではないが、欲望のまま人を殺すような人間の持つ色ではない。

「ハインリヒ様は、いつもルートヴィヒ様のことを案じておられる。恐らくは、あなたが自らに対し壁を作っていることを、わかっておられるのでしょう」

　だからこそ、ルートヴィヒと共にいる時の彼の光は、ほんのり悲しみの青をにじませるのだ。

「っ……！　そんなこと、信じられるわけがないだろう……！」

　案の定、ルートヴィヒはナターリアの言葉を激しく拒絶した。それはそうだろう。受け入れてしまえば、自分がこれまで生きてきた理由が、信念が、全て無に帰すのだ。

　けれど、ナターリアも引かない。妻ならば、道を誤りそうな夫を、嗜める義務がある。

「お願いです。当時のことを、もう一度しっかり調べてみてください」

　ナターリアは必死にルートヴィヒに縋った。

「どうか、傷が浅いうちに、引き返す勇気を持ってください……！　お願いです……！」

　ルートヴィヒの目が揺れる。ありとあらゆる色が彼の周囲に渦巻く。

　憎悪、怒り、悲しみ、戸惑い。そしてーーーー。

　そのままルートヴィヒは何も言わず、ナターリアを一人置いて、部屋を出て行ってしまったのだった。

















第六話　真実の行方












『私がいます。私だけは殿下の味方でありましょう』

　かつて、絶望の中、そう言ってくれた人がいた。

　ルートヴィヒに、生きる指針を与えてくれた人だ。

　ルートヴィヒから母を奪い、尊厳を踏みにじり、貶めた人間に、正しく報いを。

　彼はそう言った。その言葉を、ルートヴィヒはずっと盲信していた。

　だからこそ、妻の言葉を素直に受け入れるわけにはいかなかった。

　だがそれでも、妻の能力を知るが故に、受け入れないわけにもいかなかった。

　そしてルートヴィヒは、妻の懇願通り、当時のことを一から調べ直すことにした。

　手飼いのものを使い探らせようとしたが、よく考えてみれば、自分の腹心の部下は全て公爵から与えられた者だ。よって、彼らは公爵に不利な情報をルートヴィヒに流すわけがない。

　そう判断したルートヴィヒは自らの力で、当時のことを調べ始めた。

　ナターリアの元には、帰らなかった。まだ、合わせる顔がなかった。

「お久しぶりです。ルートヴィヒ殿下」

　そんな折、公務の一環で訪れた夜会で、ルートヴィヒは突然声をかけられた。

　声の主はまだ少年と言って良い年齢の男性。そして、その顔に、見覚えがあった。

「……ユリアン君……」

　妻である、ナターリアの弟だった。

　柔らかそうな薄茶色の髪が妻にそっくりで、思わず触りたくなってしまう。

　たった一週間、妻に触れないだけで、ルートヴィヒは酷く飢えていた。知らぬ間に、随分と妻に依存していた自分に呆れてしまう。

「姉は元気にしているでしょうか……？　こうしてルートヴィヒ殿下がお一人でいらしているということは、また引きこもっていそうですが……」

　心配そうに言う彼に、ルートヴィヒはふと疑問に思う。

　ナターリアは自分の能力を「隠しているわけではない」と言っていた。つまり家族は彼女の能力を知っているのだろうか、と。

「ナターリアが外出を嫌うのは仕方のないことだろうね。きっと見たくないものが、たくさんあるのだろう」

　鎌をかけて、遠回しにそんなことを言ってみれば、ユリアンは驚いたように目を見開いた。

「姉が、自分で話したのですか？　……殿下のことを信頼しているのですね」

　そして、彼は安堵したように笑った。

　実際は信頼して話してくれたのではなく、脅して無理やり聞き出したことだ。

　ルートヴィヒは罪悪感に胸が締め付けられるのを感じた。これまでいくら人を騙そうが、心が痛むことなどなかったのに。

「フレッツェン伯爵家には、たまに姉のような能力を持った娘が生まれるんです」

　ユリアンの話に、あの能力は遺伝だったのか、とルートヴィヒは思う。

　使いようによっては、非常に有益な能力だ。けれど今まで表に出ることがなかったのは。

「でも、能力を持った娘たちはあまり幸せな人生を送らないんです。耐えきれず自らの命を絶ってしまったり、死ぬまで家から一歩も出ることができなかったり」

　実際、ナターリアと同じ能力を持っていたという彼らの大叔母も、若くして心を病み、命を絶っているのだという。

「相手の抱いている感情が一方的に視覚化されてしまうって、どんな地獄なんでしょうね。目の前で笑っている相手が、実は自分を嫌いだったり、憎んでいたりしたら」

　それは、想像がつかない世界だ。人に必要なのは、きっと、真実などではない。

「きっと世の中には、知らない方が幸せなことがたくさんあるんですよ。知る必要もないことも。でも姉上は一方的にそれを突きつけられるんです。望んでなどいないのに」

「…………」

「確かに姉上は、本人の望むように他人から遮断された場所に引きこもっている方が心穏やかに過ごせるでしょう。けれど、僕ら家族はどうしてもそれが嫌だった。姉上にもっと、世界を見せたかった。醜いものも、美しいものも。……それが、ただの自己満足（エゴ）だとしても」

　そして、義弟は、ユリアンは晴れやかに笑った。

「……姉を、大切にしてくださり、ありがとうございます」

　ルートヴィヒが新妻を溺愛していることは、社交界に広く知られていた。ユリアンもそのことを耳にしたのだろう。

　常に人間の醜さを突きつけられながら生きるのは、想像できないほどの地獄だろう。けれどナターリアはよく泣きながらも、案外強かに生きている。

　醜くとも、それもまた人間の一つの形だ。ルートヴィヒの憎悪を知りながら、それでもそばにいてくれる。だからルートヴィヒは、いつだってナターリアの前では自然体でいられたのだ。

　――――そう、今にして思えば。

（一目惚れ、だったのかもしれない）

　自分の腕の中で嘔吐し、泣きながら詫びながら、震える彼女を思い出す。

　助けなければ、と強く思った。彼女のそばにいなければ、と思った。

　もしかすると母の死に様が、影響しているのかもしれないが。

　その後も彼女が気になって気になって仕方がなかった。敬愛する叔父の反対を押し切ってまで、自分の手元に置きたいと思うほど。

　初めてルートヴィヒが手に入れた、欲しいもの。

　誰に強いられたのでもない、自分が選び、欲しがった唯一のもの。

「……大切にする。幸せにする。僕が、できる限りのことで」

　そう、ルートヴィヒが言えば、ユリアンは安堵したように微笑み、深々と頭を下げた。

　そうだ。ナターリアがルートヴィヒに対し、偽りを口にしたことは、一度もない。

　なのに、彼女を罵り、甚振り、その尊厳を踏みにじるような真似をした。

　簡単だ。ただ、自分が認めたくなかったのだ。今まで抱えてきた憎悪が、正しくないのだということを。

　その憎悪が根底から覆ってしまうことを。

　だから、ナターリアに当り散らしたのだ。彼女の言葉が正しいのだと、心のどこかでわかっていたから。見たくないものを、突きつけられてしまうから。

（ああ、なんて弱さだ）

　同じように、見たくないものをいつも突きつけられてしまうナターリアの苦しみを、わずかながら味わっただけの分際で。

　――彼女よりもずっと、自分は弱い。

　やがて、上がってきた報告を読んで、ルートヴィヒは目を瞑る。

（……叔父上に、会いに行こう）

　ルートヴィヒに憎しみを植え付けたのは、叔父であるビュッセル公爵だ。

　ならば、彼にその真意を問いただすしかあるまい。






　その夜、久しぶりに自分の部屋に戻れば、いつものように妻が待っていた。

　真っ青な顔をして、唇を噛み締め、ルートヴィヒの帰りを待っていた。

　そして、ルートヴィヒの姿に気付くと、立ち上がり、走り寄り、目を潤ませ、眉を下げた。

　その姿を見ただけで、ルートヴィヒは心が緩むのを感じる。

　ああ、良かった。まだ自分は見捨てられてはいない。

「……悲しんでおられるの？」

　ナターリアは労わるようにそう言って、指を伸ばし、ルートヴィヒの頰にそっと触れる。そして、納得する。

　――――そうか。これは、悲しみか。

　自分より一回り以上小さな妻を強く抱きしめる。すると、妻の腕が、ためらいながらも彼の背中へと回された。

「……ルートヴィヒ様。ごめんなさい。あなたを、傷つけてしまった」

　小さな声で、妻が詫びる。ルートヴィヒは首を横に振る。

「……謝らないでくれ、ナターリア。悪いのは、どう考えても僕だ」

　ナターリアの体がわずかに震える。どうやら泣いているようだ。こうして自分のために、感情を動かしてくれる、彼女が愛おしい。

「……王太子と王妃を憎むよう、僕に吹き込んだのは、叔父だ」

　驚いたのか、ナターリアの体がわずかに跳ねる。やはり彼女は、心の詳細までを読むことはできないようだ。

「だから、彼に会いにいってみようと思う」

　彼の、その真意を知りたい。そうルートヴィヒは思った。

　どうしても彼が、ルートヴィヒを王にするためだけに、そんなことをしたとは思えないのだ。

「だったら私もお連れくださいませ。だって、ルートヴィヒ様の妻なのに、公爵閣下にまだ一度も挨拶させていただけていませんの。それに、前にビュッセル公爵邸で催された舞踏会で起こした粗相のお詫びもできていませんし」

　当時のことを思い出し、ルートヴィヒも笑ってしまった。これまで生きてきて、服に嘔吐されたのは、さすがにあれが初めてだった。

　そして、あの時はまさか、彼女をこんなにも愛するようになるなんて、思いもしなかった。

「ああ、ナターリアがそばにいてくれたら、心強いな」

　そう言えば、「ルートヴィヒ様に頼られるなんて初めてです」とナターリアが泣きながら笑った。






　数日後、遅ればせながら結婚の挨拶がしたいという名目で、ルートヴィヒとナターリアはビュッセル公爵邸に向かった。

　事実ルートヴィヒの父親がわりだったという彼に、今まで挨拶できずにいたことを、ずっとナターリアは気に病んでいたのだ。

　客間でルートヴィヒとともに彼の訪れを待つ。緊張して、心臓がばくばくと音を立てる。

「……っ！」

　やがて現れた彼を見た瞬間、ナターリアは大きく体を強張らせた。

「お久しぶりです。ルートヴィヒ殿下。そしてお初にお目にかかります。ナターリア妃殿下。本来なら私が足を運ぶべきところ、ご足労いただき申し訳ございません」

「お久しぶりです。叔父上」

「お、お初にお目にかかり……ます。ナターリアと……申します」

　しどろもどろに挨拶するナターリアに、ビュッセル公爵は片眉を上げる。

「……あなたは今や王子妃です。下の者に対し、そのように丁寧な挨拶は必要ございませんよ」

「申し訳ございません……」

　会って早々公爵から窘められた。上に立つ者が遜った物言いをしてはならないと、教育係にも散々注意を受けていたのだが、何分身に染み付いたものはなかなか抜けないものだ。

　――――だが、そんなことよりも。

（……気持ちが悪い……！）

　非常に優秀な方であり、さらには人格者でもあると聞いていた。舞踏会でのやらかしの際、面倒を見てくれた使用人たちも皆、公爵を尊敬していた。――――それなのに。

　彼は、かつてのルートヴィヒと同じく、いや、それ以上に憎しみと怒りに満ち溢れていた。

　恐怖で身体中から冷たい汗が噴き出す。浅い呼吸を繰り返し、襲いかかる吐き気を必死に逃す。

　真っ青な顔で、震えるナターリアに気付いたルートヴィヒが、そっと彼女の肩を抱く。

「おや、ルートヴィヒ様がナターリア様に随分とご執心であるという噂は本当だったのですね。我が子のように思っていた殿下のそのような姿を見せつけられますと、なにやら照れてしまいますな」

　ビュッセル公爵が穏やかな声で笑う。だが、彼の周囲の憎悪は、さらに勢いを増し、ルートヴィヒを飲み込まんばかりだ。

（……王妃様や王太子殿下だけじゃないわ……！　この方はルートヴィヒ様も憎んでおられる……！）

　ナターリアの心に、怒りが湧き上がった。もし自分の姿を自分で見ることができたのなら、きっと、真っ赤な靄に包まれているに違いない。

（だから、許せないんだ……。ルートヴィヒ様が幸せになることが……）

　ナターリアは生まれて初めて、自らの能力に感謝した。

　この人から、ルートヴィヒを引き離さなければならない。

　きっと、容易いことだったろう。母を失ったばかりの幼子に呪いをかけるのは。

（なんて、ことを……！）

　許せない、そう思った。こんな強い感情を持つのは、生まれて初めてだ。

「ええ。ナターリアは僕の全てです。叔父上」

　ルートヴィヒが幸せそうに笑い、そっとナターリアの髪に愛おしげに口付けをする。

　さらに公爵の憎悪が膨れ上がる。それはこの部屋自体を飲み込んでしまいそうなほど凄まじい。

　ナターリアもまた、あえて公爵に見せつけるように、ルートヴィヒに寄りかかる。

「……叔父上に、聞きたいことがあったのです」

　覚悟を決めたのか、ルートヴィヒは口を開いた。

「かつて、あなたは私に王妃様と兄上が、母を死に追いやったのだと言った」

　公爵は、先を促すように、黙ったままだ。

「けれど、当時のことを自分自身で調べてみたのですよ。そうしたら、いくつかの矛盾点かでてきたのです」

「…………」

「当時、兄上もまた麻疹で危険な状態だったのだとね。王妃様は王宮から遠く離れたご実家で、病の兄上につきっきりだった」

　はたして自分の子の生命が危うい状態で、その子の王位継承などを望む余裕があるだろうか。

「つまり彼女は、暗殺などに手を染められる状態ではなかったと言うことです」

「彼女自身ではなくとも、出身の男爵家の仕業では？」

「領地すら売り払ってしまった没落した男爵家に、そんな力や伝手があるとは到底思えません」

　ルートヴィヒの言葉に、公爵は嘆かわしげにため息を吐いた。

「おやまあ、いつからそんな風に、自分の頭で物事を考えられるようになったんだい？　私の可愛いルウィ」

　そう言って公爵が、ルートヴィヒに近づく。

　ナターリアはルートヴィヒを庇うように、彼と公爵との間に体を滑り込ませた。

「……近づかないでください」

　公爵が足を止め、ナターリアを憮然とした表情で見つめる。

「叔父が、可愛い甥に近づいて、何が悪いのかね？」

「ふざけないでください」

　公爵が、さも驚いたかのように、大げさに目を見開く。

「……あなたはルートヴィヒ様を憎んでいらっしゃる」

　ナターリアは、震える声で、公爵を糾弾する。

「おや。何を言っておられるのかな。そんな謂れのないことを言われたら、私とてさすがに黙ってはいられませんよ」

　遠回しに脅されるが、ナターリアは必死にその場所に踏みとどまる。

「私には読めるんです。あなたの心が」

　もちろん狂言である。ナターリアの能力はそんな大したものではない。

　だが、それでも、わかることがある。

　公爵が抱えているものは、野望などという生易しいものではない。彼が望んでいるのは、もっと破滅的なものだ。

　この赤黒い靄の正体を、ナターリアはルートヴィヒとの日々で知っていた。

　――――この色が表すものは「復讐心」だ。

　公爵は復讐心に取り憑かれている。少し前までのルートヴィヒと同じように。

　では、何に対する復讐心なのか。それは、考えればすんなりと答えがでた。

「姉君の死は、ルートヴィヒ様のせいではありません……！」

　公爵が、執着しているのは前王妃。ルートヴィヒの母だ。

「何を言いだすんだ。この小娘が……！」

　公爵は逆上し、ナターリアに恫喝する。これまでの余裕ある態度が嘘のように。

「ルートヴィヒ！　この狂った小娘を、私の目の届かぬところへ連れて行け！」

　どうやらナターリアは彼の核心を突いたようだ。怒り狂うのは、それが触れられたくない真実だからだ。

　ルートヴィヒは、虚無の目で、父のように慕っていた公爵を見つめた。

「叔父上……、ナターリアは、本当に人の心が読めるんですよ。僕も、隠していた心を全て彼女に暴かれましたから」

「…………」

「……それほどまでに僕が憎いのなら、もっと早く、殺せばよかったではないですか……。あなたにならきっと容易かったはずだ」

　力無く呟くルートヴィヒの目に涙はない。だがナターリアには彼が泣いているように感じた。

　公爵の表情が一変する。もうここまで知られれば隠す必要がないと判断したのだろう。

「……ああ、殺してやりたかったさ。だが、生前、姉上に頼まれたんだ」

　公爵は憎々しげに吐き捨てる。

「どうか、お前を守ってほしいと」

　姉を愛しているからこそ、公爵はルートヴィヒを殺すことができなかった。彼女の言葉を、願いを、裏切ることができなかった。

「ああ、姉上ではなく、お前が死ねばよかったのに」

　感情のこもらない公爵の言葉に、ルートヴィヒの喉がひゅっと音を立てる。

「お前などを庇わなければ、姉上は今も生きておられたのになあ……？」

　公爵の目が狂気を帯び、そして溜め込んできたものを吐き出すように、禍々しい呪いの言葉を吐き出す。

「お前を憎んでるのか、だと？　もちろんだとも。憎んでいるに決まっている！」

　だからこそルートヴィヒに憎しみを抱かせ、傀儡として利用してやるはずだったのだと彼は言う。

「姉の遺言ゆえに、生かしてはやろうとも。だが、幸せになどさせぬ……」

「ふざけないでください」

　公爵の言葉を聞いたナターリアの口から、これまで出したことのないような、強い言葉が飛び出た。

　他人に対し、これほどまでの怒りの感情を持ったことは未だかつてない。

　許せなかった。どうしても。ルートヴィヒから幸せを奪おうとする、この男が。

「残念でしたね。あなたの野望は潰えました。ルートヴィヒ様は不幸になんかなりません。私が愛して、私が幸せにするからです。憎しみに囚われながら生きるのは、あなただけです！」

　ナターリアがそう啖呵を切ると、公爵はあっけにとられた顔をした。

「いきましょう。ルートヴィヒ様。もうここに用はありませんから」

　ナターリアは茫然自失しているルートヴィヒの手を取り、踵を返すと、走って客間を飛びだした。すれ違った使用人達が何事かと驚き、目を丸くしているがどうでもいい。

　これ以上、一分一秒たりとも、ルートヴィヒをこんな場所にいさせたくはなかった。

　そして帰りの馬車の中、ルートヴィヒは表情をなくし、放心したように座っていた。

　父とも慕った公爵が、自分をも憎んでいたなどと、到底受け入れられるものではないだろう。

　真っ青な色を漂わせながら、ただ、ぼうっとしている。

　ナターリアは覚悟を決めると、そんな彼の膝に乗り上げた。突然の妻の行動に、さすがに驚いたのか、ルートヴィヒが思考の淵から戻ってくる。

「ナターリア……？」

　幼く自分の名を呼ぶ夫の、その目を覗き込んでナターリアは笑う。

「ねえ、ルートヴィヒ様。もう、捨てちゃいませんか？　何もかも」

　そして、甘い、甘い声で誘う。この人は十分苦しんだ。もう、逃げだしたっていいだろう。

「私、王子妃になんて別になりたくなかったんです」

「……そうだな。僕が無理やり君を手に入れたんだ」

　自虐的にうっすらと笑うルートヴィヒの頬を宥めるようにそっと撫でて、ナターリアは怒ったような表情を作る。

「んもう、思考が後ろ向きになっていますよ。そうではなくて。私だけじゃダメですか？」

　ナターリアの言葉に、ルートヴィヒは目を見開く。

「あなたが何者でも、私はかまわないんです。王位継承権なんて捨ててしまって、私と気楽に楽しく生きませんか？」

　田舎で二人、どこか小さな屋敷に引きこもって暮らすのもいい。なんせナターリアは、寝台の置ける程度の広さと、死なない程度の食事と、刺繍と読書ができる時間さえあれば、十分幸せな人間なのだから。

「私は、何があっても、あなたのそばにいます。ずっと、一生」

　感極まったルートヴィヒは、膝の上にいるナターリアを強く抱きしめた。
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「ナターリア……。ナターリア……」

　そして、その耳元で祈りの言葉のように妻の名前を呼ぶ。こそばゆくて、ナターリアはまた笑う。まるで縋り付かれているようだ。

「そうだわ。一緒にフレッツェン伯爵領に行きませんか？　ほら、私ったら結婚してからずっと王宮に閉じこもっていて、家族にも会えていませんし」

　ルートヴィヒはこくりと頷く。肩口に感じる冷たい雫には気付かないふりをして、子供をあやすように、ナターリアは彼の頭を優しく撫でる。

「そりゃうちは田舎でめぼしいものは何もありませんが、自然豊かで、良いところなんです。実は質の良い温泉もあるんですよ！」

「温泉は入ったことがないな……」

「あら、そうなんですか？　乳白色のお湯でとても気持ちが良いんですよ」

「ふうん。……それじゃ、一緒に入ってくれる？」

「はい？　あの……その……」

　それはさすがに想定外だった。ナターリアは慌てる。

　ルートヴィヒとは数え切れないくらいに体を重ねてきているが、さすがに湯浴みを共にしたことはない。

「ナターリアが一緒に温泉に入ってくれたら、元気が出るかも」

　ルートヴィヒがそんな子供じみた駄々をこねる。基本的に押しに弱いナターリアは、あっさりと折れた。

「わかりました！　一緒に入りますとも！」

　貧相な体だが、すでに彼に見せていないところなど、どこもないのだ。今更だ。

　ルートヴィヒが喜んでくれるなら、元気になってくれるなら、安いものだ。己の体などいくらでも晒してやろう。

　――――だって。この人を、幸せにすると決めたのだ。

「ありがとう、ナターリア。……愛してる」

　悲しみで真っ青な彼の色に、柔らかな桃色が混じりだす。それを見たナターリアの目からも涙が溢れ出す。

　この時の涙混じりの彼の声を、ナターリアはきっと一生忘れないだろうと思った。

















第七話　幸せの在り処












　王宮に戻ったルートヴィヒは早速王と王太子に、ナターリアと共に長期の旅行に行きたいと申し出た。

　さらには、現在抱えている公務のほとんどを王太子に引き継ぎ、臣籍降下すると表明した。

　国王は嬉々としてすぐに許可を与えたが、だがそれに、兄の王太子が難色を示した。

「お前は第二王位継承者だろう!?　俺がまだ後継どころか結婚もしてないのに勝手に王家から離れるなよ！」

「だったらとっとと結婚してくださいよ。兄上は無駄に選り好みしているから見つからないんですよ」

「なんだか最近、急に俺に対する態度が酷くなってないか!?」

　文句を言いながらも、ハインリヒはなにやら嬉しそうにしている。彼自身、弟から作られていた壁に気づいていたのだろう。遠慮のない兄弟間のやりとりが楽しいようだ。

　ハインリヒといても、もうルートヴィヒからは怒りも憎しみも見えない。色々な色が混ざり合っているあたり、複雑な感情は残っているのだろうが、それもいずれは乗り越えていくのだろう。

「とにかくナターリアと新婚旅行に行きたいので、せめて休暇をください」

「羨ましすぎてお兄様泣きそう……！」

　じゃれ合う兄弟の様子を見ながら、ナターリアと王妃も顔を見合わせて笑う。

　そしてルートヴィヒは望み通り長期の休暇をもぎ取ると、ナターリアと共に王宮を離れた。

　旅の予定は一ヶ月。フレッツェン伯爵領だけではなく、この国の色々なところを見て回ろうと、二人で寝台の上で地図を広げ、あれこれと予定を立てるのは楽しかった。

　ルートヴィヒと共にいると、不思議と他人の色が気にならなくなり、ナターリアも少しずつ外出が苦にならなくなっていた。

　彼が自分へと向ける恋情が、美しい桃色が、ナターリアに自信を与えたのだろう。

「ルートヴィヒ様！　ほら、見てください。綺麗……！」

　王都を出て数日。のどかな田園風景の続く道で、ナターリアは感嘆の声をあげた。

　馬車の窓から身を乗り出してはしゃぐ妻に、ルートヴィヒは「危ないよ」と苦言を呈しながら彼女の細い腰を抱き、共に風景を眺める。

　新緑の中に、青い湖が見える。陽光を浴びてきらきらと水面が輝く。

（きっと一人だったら、ここまで感動しないのでしょうね）

　ルートヴィヒと共に見ているから、こんなに心が動くのだろう。かつて、弟が言っていた言葉を思い出す。

　やはり人は、人と関わらずに生きていくことなどできないのだ。

　王都を離れてからというもの、ルートヴィヒは憑き物が落ちたように、穏やかな顔をしている。そのことも、嬉しい。

　これが、本来の彼の姿なのだろう。このまま王家を離れ、二人で田舎で暮らしたいとナターリアは思っていた。

「今日の宿は、あの湖の近くだよ」

「まあ！　嬉しいです！」

　胸を弾ませて、笑い合う。見つめ合い、頰を触れ合わせ、口づけをする。

（……ああ、幸せだわ）

　こんな日が、自分に訪れるとは思わなかった。

　旅はまだ始まったばかりだ。わくわくとこれからのおおまかな旅程が書かれた紙を膝の上に広げて、二人で覗き込んだ、その時。

　来た道から激しい蹄の音が聞こえた。ルートヴィヒがその美しい眉を顰める。

　王都から追いかけてきたであろう、早馬。――――嫌な予感しかしない。

「どうか！　お待ちください！」

　切羽詰まった声で呼びかけられ、ルートヴィヒは苦渋の表情で馬車を止めさせる。

「申し上げます！　ルートヴィヒ殿下！」

　そして追いかけてきた兵士が息を切らせながら、転がり落ちるように馬から降り、ルートヴィヒに奏上する。

「至急王都にお戻りください！　ビュッセル公爵による謀反です！　すでに王宮が制圧されました！」

「なんだと……！」

　あまりにも想定外な事態に、ルートヴィヒは立ち上がり厳しい声で聞き返した。

　ナターリアの全身からも血の気が引いた。ビュッセル公爵が王に対し二心を持っていることは知っていた。

　だが彼の元からその鍵となる予定だったルートヴィヒが離れたという状況で、こんな早々に謀反を起こすとは思っていなかったのだ。

　現王が暗愚であることは、明確であった。それを補っていたのは、王太子であるハインリヒと第二王子であるルートヴィヒ、そしてビュッセル公爵だった。

　故に、現王権に不満を持つものは多い。公爵はそんな者たちを扇動し、己の傘下に置いたのだろう。

　王宮が制圧されたということは、すでに王も王太子も弑されている可能性が高い。

　よって、ここでルートヴィヒが王都に戻れば、彼もまた殺される可能性が高いと思われた。

（どうすれば……！　どうしたらいいの……？）

　このまま二人で逃げてしまえばいい。そう、身分を隠して田舎で二人、穏やかに平和に暮らせればそれでいい。

　――――そう思っていたのに。

（そうしたら、この国はどうなるの……？）

　王宮だけが制圧されているのだとしたら、外部にいる国軍をまとめ、ビュッセル公爵から王宮を奪い返すことも可能だろう。

　だが、軍自体が公爵に掌握されている可能性も高い。

「ルートヴィヒ、様？」

　彼はどんな判断を下すのか。ナターリアは恐る恐る彼の名を呼ぶ。

　その青い目は、決意を表すように、静かだった。

「ナターリア。君はこのままフレッツェン伯爵領へ向かってくれ」

「……！」

　わかっていた。けれども共に逃げると言って欲しかった。

　ナターリアの目から涙が溢れ出す。

「やっぱり僕も王族の一員だったということなのかな。……どうしても、この国を捨てることができない」

　憎しみもあったろう。計略もあったろう。けれど、彼が長年この国のため、身を粉にして働いていたことも、また事実だった。

「陛下はともかく、兄上と義母上は助けたい。彼らには、何一つ罪はないのだから」

　まるで、贖罪のようだと思った。『罪はない』、それを認めることに彼の中でどれだけの苦悩と葛藤があったのか、ナターリアは知っている。

　だからこそ、ナターリアもまた覚悟を決める。

「私も連れて行って」

「馬鹿を言うな！　愛する妻を戦場に連れていくわけがないだろう！」

　ルートヴィヒが怒鳴る。男性の怒鳴り声は恐ろしい。臆病なナターリアは体を大きく震わせた。

　そう思ってくれることが、嬉しい。だがそれでも、引くわけにはいかなかった。

　そして、必死に夫の青い目を睨み返す。






「――私なら、誰が味方で誰が敵かがわかるわ」






　ルートヴィヒが、息を詰める。確かにこれから王都に戻る上で、一番の懸念はそれだった。

　誰がビュッセル公爵の手の者か、わからないのだ。

　だが、ナターリアならばわかる。彼女の目は、相手の心の深層まで暴き出すのだから。

　彼女がいれば、戦局が有利になることは間違いなかった。

　だが、それでも妻を危険に晒すわけにはいかないと、ルートヴィヒは首を横に振る。

「ダメだ。君はこのままフレッツェン伯爵領へ向かうんだ」

「いやよ。私はあなたを守ると決めたの。あなたを幸せにすると決めたの。絶対に死なせないわ」

　ナターリアはまっすぐにルートヴィヒの目を見つめる。ルートヴィヒは、唇を噛み締め、しばらく逡巡した後。

「王都に馬車を戻せ……！」

　その眼差しに折れたのか、そう御者に命じ、ナターリアを強く強く抱きしめた。

「絶対に無茶をしないと約束して」

「ええ。もちろんよ」

「君が死んだら僕も死ぬよ」

「酷い脅しだわ」

　くすくす声をあげて笑うと、また強く抱きしめ合う。

　馬車は途中で馬を変えながら、来た時の倍の速さで王都へと舞い戻った。

　その強行軍に体力のないナターリアは疲労困憊であったが、気力でルートヴィヒに寄り添い続けた。

　戻った王都は混乱の極みだった。

　国軍はかろうじて公爵の手に落ちてはいなかったが、王宮内の近衛隊は全て掌握されており、どうやらまだ生存している国王以下、王太子、王妃らは人質として囚われているという。

　ルートヴィヒは王宮を取り戻すため、まずは軍の編成に手を付けた。

　ナターリアはそんなルートヴィヒと常に行動を共にし、信頼に値する人間と、値しない人間、敵と味方を振り分けていった。

　その判断は実に的確であり、彼女が切り捨てた人間の背景を調べてみると、そのほとんどが裏で公爵とつながっていることが判明し、周囲を驚かせた。

　ナターリアの能力を借り、信頼できる臣下を集め、ルートヴィヒが王宮への突入時期を窺っていると、王宮にいる公爵から面会を求める書状が届いた。

「……罠かな」

　その書状には、国王と王妃、王太子の解放と引き換えに、ルートヴィヒと今後について話し合いたいとあった。

「どうでしょうか。……私には、公爵様に玉座への野望があるとは思えないのです」

　彼にあるのは、ごく個人的な復讐心だけだ。権力欲や支配欲といったものは感じなかった。

「確かにこのままでは膠着状態が続くだけだ。兵士を伴うなとは書いていない。話に乗ってみようと思う。それに」

　ルートヴィヒから悲しみが滲み出す。深い深い青。

「彼が僕を殺すとは、やはりどうしても思えないんだ」

　自分に何かあったら息子を頼むと、ルートヴィヒの母は弟に懇願していた。

　公爵は殺された姉である前王妃に心酔していた。だからこそ、彼女の願いを反故にはできないはずだ。

　それに、賭けてみようとルートヴィヒは言った。

「――――では、私も共に参ります」

「……ナターリア」

　ルートヴィヒが咎めるような声を出すが、ナターリアは引かない。

「死ぬときは一緒なのでしょう？」

　その約束さえあれば、怖いものなど何もない気がした。

「……僕の奥さんは、随分とじゃじゃ馬になってしまったね」

　ルートヴィヒが困ったように苦笑いする。確かにそうかもしれない。初めて出会った頃は、常に何かに怯えながら生きていた。だが、ルートヴィヒと出会い、ナターリアは変わった。ナターリアは今の自分が好きだった。すべてから目を背けていた頃の自分よりもずっと。

　きっと自分は、守るものがあって初めて強くなれる種類の人間だったのだろう。

　ルートヴィヒも諦めたのか、ナターリアが付いてくることを許してくれた。

　そして、ルートヴィヒは兵士を引き連れ、王宮へ向かう。

　抵抗なく門は開かれ、王宮内部へと誘われる。そして、謁見の間に行けば、気だるそうに玉座に座ったビュッセル公爵がいた。

「貴様……！　どこに座っている！」

　引き連れた兵士のうちの一人が公爵を糾弾するが、彼は鼻で笑うだけで、動こうとはしない。

　その足元には王と王太子、王妃が拘束され、やつれ果てた姿で転がされていた。

　その周囲にはすぐにでも彼らの命を断てるよう、剣を向けた近衛兵がいる。

「早く助けろ！　とっととこの裏切り者を殺せ!!」

　国王が、威厳もなくぎゃあぎゃあと叫ぶ。そんな彼の顔面を、公爵が蹴り上げて黙らせた。

　汚らしい呻き声を上げて、国王が床に転がる。

「……豚は黙っていろ。見苦しい」

　そこには王に対する敬意など、まるで見当たらなかった。

「……叔父上。どうして……？」

「おや、可愛いルウィ。まだ私のことをそう呼んでくれるのかい」

　公爵が眉を上げ親しげに言う。いつものような、温厚な声で。

　だが、相変わらず彼の周囲には、赤黒い靄が荒れ狂い、渦巻いている。

「……あなたが僕の叔父であることに変わりはない。幼い僕を助けてくれたことも」

　ルートヴィヒがそう言えば、ビュッセル公爵はつまらなそうに鼻を鳴らした。

「なぜこんなことをしたのですか？　そして、僕をここに呼び出した理由は？」

　公爵は足元に転がった国王を踏みつけながら嗤う。

「さて、私の望みはごく簡単な話ですよ。今、この時をもってルートヴィヒ殿下をこの国の王に。そこの豚には退位を。そして王太子殿下には、そうですね神職にでも就いて頂きましょうか」

　ルートヴィヒは不可解そうな顔をする。公爵は、自分を恨んでいたのではないのか。

　それなのになぜ王位につけようとするのか。

「下賎な血を引く王太子を王位に就かせるわけには参りませんでしょう。由緒ある血を継ぐルートヴィヒ殿下こそがふさわしい」

　恍惚と言葉を紡ぐ公爵に、ナターリアは気付く。彼の目的はおそらくーーーー。

「ふざけるな！　そいつは余の子供ではない……！」

　床に転がったままの国王が叫ぶ。その衝撃的な内容に、周囲がざわめいた。

「そいつはあの女がどこぞで咥え込んだ男の子供だ！　王家の血など一滴も引いてはいない！」

「……おや？　あの女とは、もしかして姉上のことですか？」

　目の前の公爵の姿はもう輪郭すら見えない。血を煮込んだようなどす黒い赤に塗りつぶされて。

　吐き気に襲われ、ナターリアは思わずルートヴィヒに縋り付いた。そして、ルートヴィヒもまた小さく震えていることに気づく。

　今まで信じてきた自分自身を否定され、衝撃を受けないわけがないのだ。

　ルートヴィヒがナターリアの背に、その震える手を這わせる。

「そうだ！　あの女は余の王妃として嫁いできたくせに、純潔ではなかったのだぞ！　とんだ淫売を寄越しおって……！」

　だからこそ、事実を知って怒り狂い、ルートヴィヒの母とは結婚初夜に一度だけ夜を共にしたきりだった。だというのに彼女はルートヴィヒを孕んだ。

　たった一夜で子供ができるなど、おかしいと、国王は怒鳴る。

　つまり、ルートヴィヒは結婚する前に他の男に仕込ませた子供に違いないと。王家の血を継がぬ子供に王家を乗っ取らせるつもりだろう、と。

　公爵の憎しみは、この謁見の間そのものを飲み込まんばかりに、どんどん膨れ上がる。ナターリアは恐怖で失神しそうになるのを必死にこらえた。今、ここで倒れるわけにはいかない。

「へえ、なるほど。そういうことだったのですね……」

「公爵家との関係上、黙ってやっていただけだ！　だが、そんな子供を王にするわけにいかぬ。だからーー」

「殺そうとした、と」

　その瞬間、ルートヴィヒの体がまた一つ、大きく震えた。今すぐに彼の耳を塞いでやりたかった。だがその彼に強く抱き締められていて、できない。

　せめて大丈夫だと伝えるために、ナターリアは彼を強く抱き締め返す。

　何者であっても、自分はルートヴィヒを愛しているのだと。

「そして姉上は、貴様に盛られた毒をルートヴィヒの代わりに飲み、亡くなられたということですね」

　そして王は、王妃が亡くなったことを機に、愛妾を王妃の位につけ、ルートヴィヒを王太子の座から引き摺り下ろしたのだ。

　なるほど、とナターリアは思う。ビュッセル公爵がわざわざこんな茶番を行なっている理由。

　彼は知りたかったのだ。姉が殺された理由と、その犯人を。

　当時、ハインリヒは病に倒れていた。恐らく、彼は国王の希望だったのだろう。その命が儚くなれば必然的に王となるのは、ルートヴィヒ以外にいなくなる。

　――――故に、国王は焦ったのだ。

「何処の馬の骨とも知らぬ男の子供に、王位を継がせられると思うのか。ああ、もっと早くに、とっとと殺しておけばよかった」

　真実は、想像以上に残酷だった。ナターリアの目から涙がこぼれ落ちた。

　ルートヴィヒの体から力が抜け、ナターリアもろとも床に頽れる。

（―――ああ、どうか、これ以上ルートヴィヒ様を苦しめないでください。神様）

　ナターリアはルートヴィヒを世界から隠すように、全身で包み込むように抱きしめた。

「さて、それでは姉上の名誉のため、少々訂正をさせていただきましょうか」

　すると公爵の感情を感じさせない冷たい声が、周囲に響き渡った。

「姉上が純潔ではなかったのは事実です。ですが、それは彼女が王妃として王宮に入るよりもはるかに前の話ですよ」

　ずっと、恋をしていた。娘に恵まれなかった先代の公爵が、その美貌と知性に目をつけて引き取った、遠縁の娘。王妃として送り込むために、教育された、義理の姉。

　実の姉のように、優しく、時に厳しく自分を教え導いてくれた。

　愛していた。どうしようもなく。だからこそ、拒む彼女を無理やり手に入れた。それなのに。

「姉上は、私を庇って私との関係を隠匿したまま、その二年後、王妃として嫁ぎました。当時私は父によって彼女から引き離され、他国へと出されていて彼女を救うことができなかった」

　温厚で知られた公爵に、もうその面影はなかった。腰から剣を抜き、無表情のまま、振り上げる。王の顔が恐怖で塗りつぶされる。

「つまりルートヴィヒは、正真正銘、貴様の息子だということだ。腹立たしいことになぁ」

　――――貴様は実の息子を殺そうとしたんだよ。

　そう吐き捨てると、公爵は愕然とした国王に向かい、無造作に手に持った剣を振り下ろした。

　その瞬間、ルートヴィヒが手のひらでナターリアの目を塞ぐ。

「ぎゃあぁぁぁっ！」

　命を奪われる者の、断末魔の声が聞こえる。そして、狂ったような、嗤い声。

　本当に塞ぎたいのは自分の目であったろうに。ルートヴィヒの心を思い、ナターリアは彼の手のひらの下で涙をこぼす。

「……反逆者を捕らえよ！」

　ルートヴィヒの厳しい声が飛んだ。そして、兵士たちが一斉に動き出し、鎧の金属音が聞こえてくる。

　彼が与えてくれた優しい暗闇の中、ナターリアは、ただ、彼の代わりに泣き続けた。






　それから、無事王太子と王妃は解放され、王宮は、王家の手に取り戻された。

　ビュッセル公爵は、兵士に捕まる前に服毒自殺を図り、血を吐いて死んだ。

　隠し持っていた、ルートヴィヒの母を死に至らしめたものと同じ毒を煽ったのだ。

　おそらく彼の復讐は、達成したと言えるのだろう。真の敵である、一国の王を道連れにしたのだから。

　復讐は悲しみしか生まない。それは確かだ。だが、その一方で、彼の死に顔は穏やかだった。

　――――きっと幸せなど、最初から望んでいなかったのだろう。けれど。

「……あなたの不幸に、巻き込まれてなんて、あげないわよ」

　ナターリアは彼の遺体に、そんな言葉を吐き捨てた。

　当時、たった七歳の子供が、どうやって母を救えたと言うのか。母の死のその責任を、幼いルートヴィヒに負わせようとしたことは、絶対に許せなかった。

「ちゃんと、ルートヴィヒ様は幸せになるの。あの世で指を咥えて悔しがるがいいわ」

　ナターリアは、涙をこらえ、そう罵ってやった。

　その後、ルートヴィヒは兄のハインリヒとともに、ただ淡々と事の幕引きに当たった。

　国王逝去に伴う国葬の準備、公爵側に降った者たちの処断、それに伴う国政の立て直し。

　彼のやるべきことは、山のようにあった。

　毎日毎日深夜まで疲れ切った体を酷使し、部屋に戻ればナターリアを胸に抱き込んで死んだように眠る。

　そんな風にして、悲しむ暇もなく、ただ、働き続けた。

　日に日に青く染まっていく彼が、苦しい。

　そして今日も、日付が変わってから、青白い顔をして部屋に戻ってくる。

「ルートヴィヒ様……」

「まだ起きていたの？　先に寝ていてよかったのに」

　そう力なく笑う彼は、どっぷりと青に飲まれていて、その表情を窺い見ることもできない。

　ナターリアは寝台の上で夜着のリボンを外し、その白い乳房をさらけ出した。

　ルートヴィヒが驚いたように目を見開く。

「ナターリア……？」

「ルートヴィヒ様。こちらにいらしてください」

　そう言って手を差し伸べれば、ふらふらと誘われるまま、ルートヴィヒはナターリアへと近づいていく。

　そしてナターリアは彼の頭をはだけた胸元に抱え込むと、優しく彼の柔らかな金糸を撫でた。

　ルートヴィヒはナターリアにされるがまま、乳房に顔を埋め、大きく震える息を吐く。

「……ねえ、ルートヴィヒ様。私、ずっと昔から、自分が何のために生まれてきたのかと疑問に思っていましたの」

　普通と違うことは、ひどく生き辛く、苦しかった。だからこそ、理由が欲しかった。

「なぜこんな能力を持って生まれたのか。その理由を明確に示せと。私がすべきことを、生きる意味を示せと。そう、毎日神様に文句を言っていたくらいだったんです」

　心臓の音をあえて聞かせるように、ルートヴィヒの耳元を、自分の左胸に当てる。

「……でも、今ならわかるわ。私、きっと、あなたのためにこの能力を持って生まれたのね」

　ルートヴィヒの肩がわずかに震える。宥めるように、彼の背を撫でる。

「あなたが何者であっても構わないわ。私はあなたが好き。大好き。一生一緒にいたいの」

　ナターリアは笑った。彼の幸せをただ祈って。

「だから、生きる理由がなくなってしまったと言うのなら、私のために生きて」

「……っ！」

　それを聞いたルートヴィヒは耐えきれず声を上げ、まるで子供のように泣きじゃくった。

　失ったものが多すぎて、心の傷が深すぎて。それなのにずっと耐えていた感情を今解放したのだ。

　そして、そのまま泣き続け、やがて泣き疲れて、彼はナターリアに縋り付いたまま眠りについた。

　悲しみは、溜め込めばやがては黒ずんで憎悪になる。だから、吐き出さねばならないのだ。

　そのためナターリアはこっそりと、前もって王太子であるハインリヒに明日一日ルートヴィヒを休ませてもらえないかと申し入れしていた。ハインリヒは快く承諾してくれた。

　彼もまた、弟が追い詰められていることに気付いていたのだろう。

　ルートヴィヒはナターリアの目論見通り、翌日昼過ぎまで眠り続け、目を覚ました時には、顔色も、纏わり付いた悲しみの色も、随分良くなっていた。

　寝坊したと慌てる彼に、実はすでにハインリヒから休暇をもらっていたのだと笑えば、ルートヴィヒは憮然とした顔をした。

　そして、照れたように顔を背ける。そんな彼の子供っぽい仕草に、ナターリアはついまた笑ってしまった。

　きっと、いい歳をして妻に泣き顔を見せてしまったことが恥ずかしかったのだろう。

「どうです？　少しはすっきりしましたか？」

　そう言って、労わるように彼の頰に唇を落とせば、そのままがっちりと両腕で抱きしめられ拘束される。

「……あら？」

　そして視界が反転する。目の前にあるのは、見慣れた夫婦の寝台の天蓋。

「…………あら？」

　そして、嗜虐的に笑う絶世の美貌。

　包まれているのは、濃厚な桃色。どうやら彼に押し倒されたのだと知る。

「あの……。ルートヴィヒ様……？」

　どうしよう。嫌な予感しかしない。

「おかげで元気になったよ。ありがとうナターリア。……だから」

「―――ちゃんと責任とってね」そう耳元で色気たっぷりに言われ、ナターリアの全身が粟立つ。

「ひゃっ！　私そんなつもりで……！　って、あっ！」

　昨日からはだけたままの夜着は、ルートヴィヒの侵入をあっさり許してしまう。

　ふんわりとした、ナターリアの乳房に甘えるように頰を擦り付けると、ルートヴィヒは鮮やかに色づくその頂を唇で食んだ。

「ひゃあっ……！」

　すぐにぷっくりと膨らんでしまった乳首を、舐り、軽く歯を当て、そして吸い上げる。

「ひっ！　あ、んあっ！」

　こうして触れられるのが久しぶりだからか、肌がずいぶんと敏感になってしまっていた。

　ナターリアは思わず身を捩らせるが、ルートヴィヒは彼女を寝台に押さえつけ、両手を動けないように頭の上へまとめると、左手で拘束してしまう。

「ほら、気持ちいいんだろう？　こんなに尖らせて」

　そして、右手の指先できゅっと乳房の形が変わるほど強く摘み上げる。

「ひいっ……！」

　痛みと快感のすれすれのところを、ルートヴィヒは攻めてくる。

　誠に遺憾なことに、彼の嗜虐的な性質は治らなかったようである。

　下腹部に溜まっていく熱を逃そうと、思わず腰を揺らしてしまうナターリアを愛おしげに見つめ、その脚を大きく開かせる。

　秘所が外気に触れ、ひくひくとわななく。

「ふふ。外まで溢れてるよ。そんなに気持ちいいの？　いやらしいなあ」

　ルートヴィヒに辱められ、悲しいのに、どこか心が高揚してしまうのはなぜだろうか。やはり毒されてしまっているからか。

　ルートヴィヒが自身の指をナターリアの膣内に差し込むと、よく濡れたそこは抵抗なくその指を飲み込み、ぎゅうぎゅうと締め付ける。

「ほら。ここ、好きだよね？」

　そんなことを言いながら、ルートヴィヒは中に入れて指を鉤爪のように丸め、浅い膣壁を掻くように動かす。ついでに親指で赤く熟れた花芽を押しつぶすことも忘れない。

「んんっ！　んあっ！　ああああっ！」

　ぞくぞくと背中に快感が走り、ナターリアはさらにもぞもぞと腰を動かしてしまう。

　ルートヴィヒに縋り付きたいのに、両手を拘束されていてできない。それが辛くてナターリアは彼に泣きつく。

「手、やっ……！　とって……！」

「逃げようとするから、ダメだよ」

「逃げないからぁ……！　お願い……！」

「もう、わがままだなあ」

　ルートヴィヒが拘束していたナターリアの両手を解放すると、彼女はそのまま彼の背中に腕を回す。そして、ふにゃりと幸せそうに笑う。

「あーっ、もう本当に……！」

　ルートヴィヒは頭を軽く掻き毟ると、ナターリアの中から指を引き抜く。

「ひゃあっ……！」

　その摩擦にすら、感じてしまう敏感なナターリアのぐずぐずに溶けた蜜口に、ルートヴィヒは猛る自身を押し当てる。

　くちゅり、と水音を立てて、その先端をナターリアが飲み込む。

「ふうぅ……！」

　久しぶりに感じるその圧迫感に、ナターリアは息を吐いて、体から力を抜こうとする。

「うん、いい子、教えたことはちゃんと覚えてるね」

　もちろんこれはルートヴィヒから教えられたことだ。彼はその中性的な顔に似合わず凶悪なものを持っているのである。

　そして、蜜道を押し開いて徐々に侵入してくる熱杭が愛おしくてたまらない。

　やがて、彼の腰が当たって、完全につながったことを知る。

　ルートヴィヒは、ナターリアの中に馴染むようにゆるゆると腰をゆっくり動かしてくれる。その優しい刺激に、背中がぞくぞくとわななく。

「あ……。気持ちいい……」

　思わず声を漏らせば、ルートヴィヒも「気持ちいいね」と言って嬉しそうに笑った。

　そして、ナターリアを見つめ、その柔らかな髪を、愛おしげに撫でる。

「ねえ、ナターリア。君の目に映る通り、僕は醜くて、愚かな人間だ」

　そして、まるで告解のように、許しを請うように、ルートヴィヒは呟く。

　久しぶりに体をつなげた圧迫感の中、滲む視界でナターリアもまたルートヴィヒを見つめる。

「でも、それでも僕は、君のそばにいたい」

　すうっとルートヴィヒの美しい青い目から、涙が流れた。

　ナターリアはおそるおそる手を伸ばし、ルートヴィヒの頰に流れる涙に触れる。

　そして、笑った。もしも今、自分の色を見ることができたなら、きっと彼と同じように、濃い桃色に包まれているだろう。

「一生そばに置いて。……あなたがいいの」

「……っ！」

　その言葉を聞いたルートヴィヒは小さく唸り、耐えきれないというように、ナターリアを奥深くまで穿った。

「ああっ……！　やっ……！」

　激しい律動に、ナターリアは切ない声を上げながら、心も満たされる。

「――――愛してる。愛しているんだ。ナターリア」

　そして、その合間にこぼされた簡素だが熱烈な愛の言葉に、ナターリアは彼が喜ぶと知りながら、ポロポロと涙を流し、そして絶頂に飲み込まれた。
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　それからルートヴィヒはそのまま残った休みの半日で、嬉々としてナターリアを抱き潰した。

　夫の体力回復はほどほどにしておくべきだったとナターリアは少々反省する。結局そのまま貴重な休暇を、ひたすら二人で寝台の上で過ごすことになってしまった。

　まあ、特に不満はない。なんせ元引きこもりだ。寝台は元々お友達である。

（でも、もう少し体力をつけよう……）

　次の日も寝台から動けなくなってしまったナターリアは、つやつやとした顔で仕事に向かう夫を見送りつつ、心密かにそんなことを誓うのだった。
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　そしてあの事件から、半年が経った。

　新たな王には、結局、王太子であったハインリヒが立つことになった。

　父の死に、その所業に、思うことがあったのだろう。最初、彼はそれを拒否し、自分こそが臣籍降下すべきだと主張した。

「ルートヴィヒ、お前が王になればいいだろう？」

「嫌です。僕はもともと王位なんて興味ありませんし」

「俺だってないよ。面倒臭い。やりたくない」

「申し訳ありませんが頑張ってください。妻がどうしても王妃になんてなりたくないと言うので」

「え？　そうなの？　ナターリア？」

「はい！　絶対に嫌です！」

　ほんの一年前まで引きこもりだったナターリアには、とてもではないが一国の王妃など務まるわけがない。にっこりと良い笑顔で元気にお断りすれば、あーっと呻いて、ハインリヒは頭を掻きむしった。

「絶対に俺よりお前の方が向いてるって。俺は腹芸なんてできないし」

　ハインリヒは愚かしいほど優しくまっすぐな気性の持ち主だ。あの王の息子とは思えないほどに。

　きっと母である王妃に似たのだろう。

「そういったものは僕が担いますよ。ですから、頑張ってください」

　そう言って笑うと、ルートヴィヒはハインリヒの前に膝を付き恭順の意を示した。

「あー……。わかったよ。俺がやればいいんだろう……」

　逃げ道がなくなったハインリヒは、しょんぼり肩を落とした。

　そんな兄弟間の不毛な押し付け合いの末、ハインリヒは王位に就いた。そしてルートヴィヒは当主不在となったビュッセル公爵家の家名を変えた上、その領地を継ぐこととなった。

　こんなにも平和な王位継承権争いは、きっと長い歴史上でも他に例がないのではないかと、ナターリアは笑ってしまった。

　実のところナターリアには公爵夫人とて相当に荷が重いのだが、それでも最近は苦手だった社交なども積極的にするようになった。いつかはルートヴィヒにふさわしい妻になりたいと、日々頑張っている。

　そして、今日からふたりで、かつて途中で中断していた新婚旅行へと向かう。

　ルートヴィヒは微笑みながら容赦無く主君であるはずのハインリヒに公務を押し付け、約二週間の休暇をもぎ取った。前回よりも少々良心的な日程になったのは、これ以上は無理だとハインリヒ王に泣きつかれたからである。

　兄弟二人の協力体制による治世は、それぞれが足りないものを補い合って、案外うまく回っているようだ。

　行きの馬車の中で、二人は地図を広げて旅程を確認し合う。

「ルートヴィヒ様は、どこが一番楽しみですか？」

　ナターリアが問えば、ルートヴィヒは意地悪そうに笑った。

「そうだね。やっぱりフレッツェン伯爵領にあるっていう温泉かな」

「……！」

　とっくに忘れているだろうと思っていたのに、残念ながらしっかり覚えていたようだ。

「もちろん一緒に入ってくれるんだろう？　ナターリア」

「…………ハイ」

　こうなれば絶対にルートヴィヒは引かない。ナターリアは諦めて受け入れる。

　するとルートヴィヒは嬉しそうに、幸せそうに笑った。

　このところ、ルートヴィヒは、ずっと穏やかな顔をしている。

　もう彼があの赤黒い靄に包まれることは、ない。そのことがとても嬉しい。

　彼が幸せであるのなら、いくらでもこの貧相な身を晒そうではないか、と思う。

　結局ナターリアは、ルートヴィヒには逆らえないのだ。いわゆる惚れた弱みである。

　きっとこれからも、彼にたくさんいじめられるだろうし、時に泣かされることだってあるのだろう。なんせ彼はナターリアの泣き顔が大好きなので。

　だが、それでもナターリアは幸せだ。

　だって、ナターリアには見えるのだ。夫が自分に向ける感情が。






　――――揺るがないその心が。美しい、その色が。






　そんな彼を見つめながら、にこにこと笑っていると、ルートヴィヒは少しいじけたように唇を尖らせた。そんな姿も愛らしい。

　我ながら卑怯だと思うが、相手の心が見えてしまうが故の、心の余裕である。

　すると、ルートヴィヒもナターリアを見つめ、やがて、幸せそうに笑み崩れた。






「うん。ナターリアの泣き顔も好きだけど、やっぱり笑った顔も好きだな」






　そんな突然の不意打ちに、ナターリアが赤面すると、ルートヴィヒは楽しそうに声を上げて笑った。
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